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は
じ
め
に

本
稿
に
与
え
ら
れ
た
課
題
は
大
阪
市
立
大
学
所
蔵
の
「
毛
利
公
下
賜
御
感
状
」

と
い
う
題
簽
の
付
い
た
巻
子
に
表
装
さ
れ
た
史
料
群
の
紹
介
で
あ
る
。
巻
子
に
は

二
五
点
の
文
書
が
表
装
さ
れ
て
お
り
、
ほ
ぼ
一
六
世
紀
の
文
書
で
あ
る
が
、
基
本

的
に
は
萩
博
物
館
所
蔵
の

楢
崎
家
文
書
（
以
下
「
萩
博
本
」
と
略
称
す
る
）
の
写
で

あ
る
（
以
下
、
「
毛
利
公
下
賜
御
感
状
」
は
「
市
大
本
」
と
略
称
す
る
）。
萩
博
本
に
は

な
い
も
の
が
二
点
あ
る
が
、
う
ち
一
点
は
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
五
三
・

楢
崎
与
兵

衛
（
以
下
「
閥

楢
崎
」
と
略
称
す
る
）
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
も
う
一
点
は
明
ら
か

な
偽
文
書
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ま
っ
た
く
の
新
出
史
料
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

が
、
こ
れ
ま
で

楢
崎
家
文
書
に
つ
い
て
本
格
的
に
検
討
し
た
論
考
は
な
く
、
若
干

新
し
く
わ
か
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
内
容
の
検
討
を
兼
ね
て
紹
介
し
た
い
。

楢
崎
氏
は
、
戦
国
期
備
後
国
の
領
主
で
、
近
世
に
は
萩
藩
士
で
あ
っ
た
。
弘
治

三
年
（
一
五
五
七
）
に
毛
利
元
就
・
同
隆
元
が
安
芸
国
衆
と
傘
連
判
契
状
に
署
判

し
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が （
１
）、
元
就
・
隆
元
が
備
後
国
の
諸
領
主
と

名
を
連
ね
る
傘
連
判
が
あ
り （
２
）、
こ
れ
と
同
時
期
と
推
定
さ
れ
る （
３
）。
こ
こ
に
は

楢
崎

信
景
の
名
が
あ
り
、

楢
崎
氏
は
一
定
の
自
立
性
を
有
す
る
領
主
だ
っ
た
。

楢
崎
氏

に
つ
い
て
は
、
田
口
義
之
「

楢
崎
城
跡
の
総
合
調
査
概
報
Ⅱ
―
府
中
市
久
佐
町

楢

崎
城
跡
と
国
人

楢
崎
氏
―
」

（
４
）

と
同
「
備
後
楢
崎
氏
に
つ
い
て
」

（
５
）

が
あ
る
が
、
本
稿

で
は
史
料
紹
介
と
合
わ
せ
て

楢
崎
氏
に
つ
い
て
も
若
干
の
考
察
を
加
え
た
い
。

一
萩
博
本
と
市
大
本
の
関
係
に
つ
い
て

市
大
本
は
基
本
的
に
は
萩
博
本
の
写
で
あ
る
。
し
か
も
、
花
押
や
字
配
り
、
字

形
に
至
る
ま
で
忠
実
に
写
し
て
お
り
、
文
書
の
形
態
、
封
紙
な
ど
も
再
現
し
て
い

る
。
法
量
も
、
市
大
本
で
は
署
名
と
宛
所
の
間
の
空
白
が
大
き
い
場
合
に
、
こ
れ

を
詰
め
て
写
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
ま
っ
た
く
か
け
離
れ
た
も

の
は
な
い
の
で
、
基
本
的
に
は
大
き
さ
も
再
現
し
た
も
の
と
言
え
る
。
し
た
が
っ

て
、
市
大
本
は
萩
博
本
を
原
本
か
ら
模
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
萩
博
本
に

あ
っ
て
市
大
本
に
な
い
も
の
や
、
そ
の
逆
の
も
の
が
あ
る
。

ま
た
、
『
萩
藩
閥
閲
録
』
は
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
か
ら
同
一
一
年
に
か
け
て

萩
藩
が
編
纂
し
た
も
の
だ
が
、
閥

楢
崎
に
収
録
さ
れ
て
い
る
文
書
は
基
本
的
に
萩

博
本
か
ら
の
写
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
萩
博
本
に
あ
っ
て

閥
楢
崎
に
な
い
も
の
、
ま
た
そ
の
逆
の
も
の
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
市
大
本
、
萩
博
本
、
閥

楢
崎
の
三
者
で
収
載
し
て
い
る
文
書
が
若
干

異
な
っ
て
い
る
。
三
者
の
対
応
関
係
は
表
１
に
示
し
た
。
萩
博
本
に
つ
い
て
は
目

録
が
道
迫
真
吾
「
萩
博
物
館
所
蔵

楢
崎
頼
三
関
係
資
料
」

（
６
）

に
あ
り
、
ま
た
慶
長
五
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年
（
一
六
〇
〇
）
以
前
の
文
書
に
つ
い
て
は
『
山
口
県
史
史
料
編
中
世
３
』
（
以

下
『
山
口
県
史
３
』
の
よ
う
に
略
す
）
に
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

道
迫
氏
に
よ
れ
ば
、
萩
博
本
は
二
巻
か
ら
成
り
、
一
九
五
九
年
に
旧
萩
市
公
民

館
か
ら
萩
市
郷
土
博
物
館
（
現
萩
博
物
館
）
に
移
管
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
前
の

旧
蔵
者
は

楢
崎
マ
ツ
氏
で
あ
る
と
い
う
。
巻
一
に
収
め
ら
れ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど

が
戦
国
期
の
も
の
で
、
巻
二
に
収
め
ら
れ
た
文
書
は
す
べ
て
幕
末
以
降
の
も
の
で

あ
る
。
な
お
、
『
山
口
県
史
３
』
は
慶
長
五
年
ま
で
の
も
の
し
か
掲
載
し
な
い
方

針
の
た
め
、
巻
一
の
そ
れ
以
降
の
文
書
五
点
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
五
点
の
う
ち
慶
長
六
年
の
毛
利
宗
瑞
（
輝
元
）
直
書
は
市
大
本
に
も
あ
る

が
、
そ
れ
以
降
の
四
点
（
目
録
整
理
番
号
の
巻
一
―
二
六
～
二
九
。
以
下
、
「
萩
博
本
二

六
」
な
ど
と
示
す
）
は
市
大
本
に
は
な
い
。
萩
博
本
二
六
の

楢
崎
景
好
申
状
写
に

は
「
私
事
大
坂
御
引
分
之
時
被
召
出
」
と
あ
る
か
ら
、
大
坂
の
陣
の
慶
長
一
九
年

か
ら
し
ば
ら
く
経
た
時
期
の
も
の
で
、
文
中
の
「
殿
様
」
が
毛
利
輝
元
を
指
す
こ

と
か
ら
、
輝
元
存
命
の
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
以
前
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

閥
楢
崎
に
も
収
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
萩
博
本
二
七
～
二
九
は
閥

楢
崎
に
収
録

さ
れ
て
い
な
い
。
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
の
二
九
は
と
も
か
く
、
二
七
・
二
八

の
、
寛
永
九
年
と
同
一
三
年
の
毛
利
秀
就
仮
名
書
出
は
、
『
閥
閲
録
』
編
纂
時
に

楢
崎
家
が
提
出
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
二
七
～
二
九
は
前
掲
の
道

迫
氏
の
論
考
に
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
市
大
本
は
慶
長
六
年
の
毛
利
宗
瑞
直
書
以
外
の
江
戸
期
の
文

書
を
写
さ
な
か
っ
た
か
、
そ
れ
よ
り
早
く
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、

そ
れ
以
前
の
文
書
で
あ
っ
て
も
萩
博
本
か
ら
写
さ
れ
て
い
な
い
文
書
が
二
点
あ
る

（
萩
博
本
七
・
一
五
）。
一
五
は
閥

楢
崎
に
も
見
え
な
い
。

逆
に
市
大
本
一
四
は
、
閥

楢
崎
に
は
あ
る
の
に
萩
博
本
に
は
な
い
。『
閥
閲
録
』

編
纂
後
に
失
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
市
大
本
は
、
閥

楢
崎
で
は
「
御
判
」
と

な
っ
て
い
る
毛
利
元
就
の
花
押
を
写
し
て
お
り
、
閥

楢
崎
に
は
な
い
封
紙
上
書
も

写
し
て
い
る
。
市
大
本
は
他
の
文
書
も
忠
実
に
写
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
文
書
も

原
文
書
の
正
確
な
写
で
あ
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
は
市

大
本
に
よ
っ
て
新
し
く
判
明
す
る
点
で
あ
る
。

も
う
一
点
、
市
大
本
二
五
も
萩
博
本
に
は
な
い
文
書
で
あ
る
。
正
慶
二
年
（
一

三
三
三
）
三
月
二
一
日
付
で
宇
多
加
賀
守
に
備
後
国
芦
田
郡
久
佐
村
地
頭
職
を
宛

行
う
高
師
直
奉
足
利
尊
氏
御
教
書
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
正
慶
元
号
の
使

用
、
高
師
直
の
花
押
、
従
五
位
下
武
蔵
守
と
い
う
署
名
な
ど
が
不
自
然
で
一
見
し

て
偽
文
書
と
わ
か
る （
７
）。
閥

楢
崎
の
末
尾
に
記
載
さ
れ
て
い
る
楢
崎
家
の
系
譜
の
楢

崎
加
賀
守
豊
武
の
と
こ
ろ
に
「
従
尊
氏
公
賜
備
後
国
芦
田
郡
地
頭
職
、
依
住
備
後

国
久
佐
村

楢
崎
城
、
改
宇
多
称

楢
崎
」
と
あ
り
、
市
大
本
二
五
は
こ
の
認
識
に
基

づ
い
て
作
ら
れ
た
偽
文
書
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
一
九
世
紀
初
頭
に
編
纂
さ
れ
た
『
福
山

志
料
』
の
久
佐
村
の
項
に
は

「
芸
備

古
跡

志
ニ
正
慶
二
年
宇
多
加
賀
守
備
後
国

蘆
田
郡
地
頭
職

ノ
事
、
武
蔵
守

師
直

執
達
ノ
御
教
書
、

今
三
原

楢
崎
氏
ニ

ア
リ
、
楢
崎

先
宇
多
氏
ナ
リ
、
備
後
楢

崎
山

居
住
ノ
後
氏

ヲ
楢
崎
ト
改
ム
ト

云
」
と
あ
る
。
と
す
る
と
、
こ
の
足
利
尊
氏

御
教
書
は
備
後
国
三
原
の

楢
崎
氏
が

所
持
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
『

広
島
県
史

古
代
・
中
世

資
料
編

Ⅳ
』
（
以
下
『

広
島
県
史

Ⅳ
』
の
よ
う
に
略
す
）
に
は
三
原
地

区
の
文
書
と
し
て
「
三
原
城
城

壁
文
書
」
（
三
原
市

楢
崎

寬
一

郎
氏

所
蔵
）
と
「

楢

史料紹介
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表1「楢崎家文書」文書群比較表

文書名 年月日
毛利公下賜御感状 萩博物館所蔵楢崎家文書

『萩藩閥閲録』

巻53・楢崎与兵衛

№ 縦×横（cm） 目録整理番号 県史番号 縦×横（cm） №

毛利元就感状写 元亀元年11月6日 1 26.7×27.0 巻1-2 2 25.0×28.0

毛利輝元書状 （元亀2年）6月5日 2
17.6×37.6

（封紙22.4×9.7）
巻1-3 3 17.7×43.1 12

毛利輝元書状 （元亀4年）6月18日 3
16.3×37.7

（封紙18.9×8.5）
巻1-4 4 17.2×43.6 10

毛利元就・同輝元連署書状写（年未詳）10月2日 4 13.4×37.6 巻1-1 1 13.8×38.5 5

毛利氏老臣連署書状 （元亀4年）6月18日 5
16.3×37.0

（封紙19.0×8.4）
巻1-5 5 16.7×35.0 11

毛利輝元書状 （天正3年）11月6日 6
16.8×37.2

（封紙19.0×9.2）
巻1-6 6 17.0×38.0 8

毛利輝元書状 （年未詳）11月21日 7
17.0×36.7

（封紙18.9×8.9）
巻1-8 8 17.0×36.5 15

毛利輝元宛行状写 天正8年3月14日 8 26.6×36.4 巻1-9 9 27.5×38.5 16

毛利氏老臣連署書状 （天正8年）3月14日 9 27.7×37.6 巻1-10 10 25.8×40.3 17

毛利輝元書状 （年未詳）4月26日 10
26.8×37.5

（封紙25.9×7.1）
巻1-11 11 26.5×37.5 6

毛利輝元書状写 （年未詳）9月2日 11 26.8×37.4 巻1-12 12 27.2×45.0 20

小早川隆景書状 （天正6年）7月10日 12 16.8×37.7 巻1-13 13 17.0×38.5 2

小早川隆景書状写 （天正8年）8月20日 13 20.0×37.5 巻1-14 14 20.3×52.5 21

毛利元就書状 （年未詳）7月10日 14 26.8×36.7 3

毛利隆元宛行状 永禄4年2月28日 15
26.7×37.5

（封紙24.2×9.9）
巻1-22 21 26.0×42.5 1

毛利輝元・同元就連署書状（永禄9年）8月23日 16 16.9×37.6 巻1-17 17 16.5×38.0 4

毛利輝元書状 （天正2年）閏11月14日 17 16.4×37.8 巻1-18 18 16.7×45.5 14

毛利輝元感状写 天正10年6月19日 18 26.8×24.6 巻1-19 19 24.5×20.5

小早川隆景書状 （元亀3年）閏1月21日 19 17.8×75.3 巻1-20 20 17.8×80.0 9

毛利宗瑞直書 慶（長）6年11月25日 20 16.7×36.7 巻1-21 33.0×51.5 19

毛利輝元書状 ※ （元亀4年）3月29日 21 26.8×37.2 巻1-23 22 26.5×71.0 7

毛利輝元宛行状 （天正13年）2月15日 22 26.8×37.4 巻1-24 23 28.0×40.5 18

毛利元就書状 （年未詳）6月29日 23 15.7×36.2 巻1-16 16 16.0×38.0

小早川隆景・吉川元春連署

書状写
（天正8年）4月17日 24 26.8×37.6 巻1-25 24 27.8×40.5 22

足利尊氏御教書 正慶2年3月21日 25 26.8×37.6

毛利輝元書状 （天正3年）11月6日 巻1-7 7 17.0×38.0 13

毛利輝元書状 （年未詳）2月4日 巻1-15 15 27.0×41.0

楢崎景好申状写 （年未詳）9月18日 巻1-26 26.0×110.5 23

毛利秀就仮名書出 寛永9年1月1日 巻1-27 32.6×46.5

毛利秀就仮名書出 寛永13年8月28日 巻1-28 32.6×47.1

毛利敬親申聞条々 慶応3年4月17日 巻1-29 37.6×55.7

萩博物館所蔵楢崎家文書の法量は道迫真吾「萩博物館所蔵楢崎頼三関係資料」に拠った。
県史番号は『山口県史 史料編 中世３』萩市郷土博物館所蔵楢崎家文書の文書番号。
※市大本は後欠



崎
文
書
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
影
写
本

か
ら
採
録
し
て
お
り
、
文
書
点
数
か
ら
み
て
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
史
料
目

録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
あ
る
「

楢
崎
憲
蔵
氏
所
蔵
文
書
」
（
旧
三
原
城
々
壁
下
張
古
文

書
）
が
前
者
、
「

楢
崎
文
書
」
（
原
蔵
者
は
広
島
県
高
田
郡
三
田
村
の

楢
崎
圭
三
氏
）
が

後
者
に
あ
た
る
だ
ろ
う
。
前
者
は
三
原
城
城
壁
の
裏
に
貼
ら
れ
て
い
た
文
書
と
い

う
こ
と
で
、

楢
崎
家
の
伝
来
文
書
で
は
な
い
。
後
者
の
原
蔵
者
は
三
原
市
在
住
で

は
な
い
が
、
『
広
島
県
史
Ⅳ
』
が
こ
れ
を
三
原
地
区
の
文
書
と
し
て
掲
載
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
三
原

楢
崎
家
の
所
蔵
文
書
と
判
断
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
か
。
『
広
島
県
史
Ⅳ
』
の

楢
崎
文
書
の
解
題
で
は
「

楢
崎
氏
は
正
慶
二
年
（
一

三
三
三
）、
備
後
国
芦
田
郡
久
佐
村
地
頭
職
を
賜
っ
た
宇
多
加
賀
守
に
は
じ
ま
る
」

と
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

楢
崎
文
書
の
な
か
に
は
先
の
足
利
尊
氏
御
教
書
は
な
い

（
明
ら
か
な
偽
文
書
な
の
で
収
録
し
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
東
大
影
写
本
の
デ
ー
タ
で

は
文
書
一
四
点
と
な
っ
て
い
る
が
、
『
広
島
県
史
Ⅳ
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
一
三
点
で

あ
る
）。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

楢
崎
氏
に
直
接
関
係
す
る
文
書
は
一
点
も
な
い
の
で
、

こ
れ
ら
は
相
伝
文
書
で
は
な
く
蒐
集
文
書
で
あ
ろ
う
。

市
大
本
は
古
書
店
か
ら
購
入
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
以
前
の
来
歴
は
不
明
で
あ

る
が
、
仮
に
『
広
島
県
史
Ⅳ
』
の

楢
崎
文
書
が
、
『
福
山
志
料
』
の
言
う
三
原
の

楢
崎
氏
の
文
書
で
あ
る
と
仮
定
す
る
と
、
本
来
あ
る
べ
き
足
利
尊
氏
御
教
書
を
含

む
楢
崎
家
の
文
書
が
ま
っ
た
く
な
く
、
市
大
本
に
萩
博
本
に
は
な
い
足
利
尊
氏
御

教
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
大
本
は
も
と
は
三
原

楢
崎
家
が
所
有
し
て
い
た
可
能

性
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
推
測
を
重
ね
れ
ば
次
の
よ
う
に
も
想
定
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。
三
原

楢
崎
氏
は
、
毛
利
氏
の
防
長
減
封
時
に
備
後
に
残
っ
た

庶
流
家
で （
８
）、
近
世
に
自
家
の
由
緒
を
主
張
す
る
た
め
か
、
惣
領
家
所
持
の
文
書
を

書
写
し
、
合
わ
せ
て
家
伝
に
基
づ
い
て
足
利
尊
氏
御
教
書
も
偽
作
し
た
（
し
た
が
っ

て
萩
博
本
に
は
足
利
尊
氏
御
教
書
は
存
在
し
な
い
）。
根
拠
は
薄
弱
で
あ
る
が
、
一
応

可
能
性
と
し
て
提
示
し
、
後
考
を
待
ち
た
い （
９
）。

二
市
大
本

�崎
家
文

書
の
紹
介
と

検
討

本
章
で
は
市
大
本
の
文
書
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
ま
ず
翻
刻
を
掲
げ
る
。

な
お
、
萩
博
本
も
確
認
し
て
『
山
口
県
史
３
』
の
翻
刻
を
改
め
た
箇
所
も
あ
る
。

ま
た
市
大
本
は
萩
博
本
に
あ
る
端
裏
切
封
上
書
の
墨
引
は
写
し
て
い
な
い
。

（
１
）
翻
刻

［
１
］
毛
利
元
就
感
状
写

今
度
於
備
後
、
謀
叛
人
悉
討
果
、
剰
神
辺
之
要
害
無
異
儀
取
返
、
一
国
及
平

均
事
、
貴

殿
之
働
無
比
類

段
、
忠
節

感
悦

ニ
候
、

仍
而
如

件
、

元
亀
元
年
十
一
月
六
日

元
就

（
毛
利
）

楢
崎
三
河

（
豊

景
）入

道
殿

［
２
］
毛
利
輝
元
書
状

（
封

紙
上
書
）

「
少
輔
太

郎

楢
崎
三

河
守
殿

輝
元

楢
崎
彦
左
衛
門
尉

殿
御
陣
所

」

急
度

申
候
、

元
就

（
毛
利
）事

俄
遠

行
不
及

是
非

候
、

雖
然

老
躰
之
儀

候
之

条
、

覚
期

之
前

候
、

向
後
之
儀
、

弥
不
相

替
可

申
談

候
、

乍
勿

論
可

預
御
入

魂
事
、
可

為
本
望
候
、
於
時
儀
重

畳
可
申
述

候
、
恐
々
謹
言
、
「
元
亀
二
年

（
付

箋
ヽ

朱
書
）六

月
十
四

日

七
十
五
才
」

六
月
十

（
元

亀
二
年
）五

日
輝
元

（
毛
利
）（

花
押
影
）

楢
崎
三

河
（

豊
景
）守

殿

楢
崎
彦
左

（
信

景
）衛

門
尉

殿
御

陣
所
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［
３
］
毛
利
輝
元
書
状

（
封
紙
上
書
）

「
少
輔
太
郎

楢
崎
三
河
守
殿
御
宿
所

輝
元

」

追
而
申
候
、
今
度
一
動
中
、
各
御
人
質
之
事
申
入
候
、
被
懸
御
意
候
者
、
弥

御
入
魂
可
為
本
望
候
、
然
者
来
五
日
下
着
候
様
、
可
被
指
下
事
肝
要
候
、
猶

天
野
雅
楽

（
元
友
）允
可
申
述
候
、
恐
々
謹
言
、

六
月
十

（
元
亀
四
年
）八
日

輝
元

（
毛
利
）（
花
押
影
）

楢
崎
三
河

（
豊
景
）守
殿
御
宿
所

［
４
］
毛
利
元
就
・
同
輝
元
連
署

書
状
写

一
筆
申
達
候
、
去
ル
頃
□
州
表
［

］
砌
、
御
方
御
事
御
苦
□ （
労
）之
段
、

令
祝
着
候
、
依
馬
一
疋
・
一
腰
・
樽
肴
□
進
□
、
猶
又
々
可
申
入
候
、
恐
惶

□ （
謹
）言
、

十
月
二
日

元
就

（
毛
利
）（
花
押
影
）

輝
元

（
毛
利
）（
花
押
影
）

楢
崎
三
河

（
豊
景
）守
殿
御
宿
所

［
５
］
毛
利
氏
老
臣
連
署
書
状

「 （
封
紙
上
書
）

吉
川

口
羽
下
野
守

福
原
左
近
允

楢
崎
三
河
守
殿
御
宿
所

元
春
」

一
筆
申
候
、
備
中
表
去
春
一
行
之
儀
、
厳
重
雖
被
申
合
候
、
与
州
表
之
儀
付

而
相
延
候
、
無
曲
之
通
、
三
村

（
元
親
）・
庄 （
元
祐
）・
石
川

（
久
式
）、
其
外
各
申
事
候
、
然
間
来
月

十
六
日
輝
元

（
毛
利
）自
身
被
罷
出
候
、
一
廉
御
馳
走
此
節
候
、
兼
又
一
動
中
惣
国
人

質
可
被
懸
御
意
之
由
被
申
入
候
、
御
同
心
肝
要
候
、
迚
以
使
者
被
申
候
条
、
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不
能
詳
候
、
恐
々
謹
言
、

六
月
十

（
元
亀
四
年
）八
日

元
春

（
吉
川
）（
花
押
影
）

通
良

（
口
羽
）（
花
押
影
）

貞
俊

（
福
原
）（
花
押
影
）

楢
崎
三
河

（
豊
景
）守
殿
御
宿
所

［
６
］
毛
利
輝
元
書
状

「 （
封
紙
上
書
）

少
輔
大
郎

楢
崎
三
河
守
殿
御
宿
所

輝
元

」

態
申
候
、
新
見
表
頓
有
御
出
、
彼
表
即
時
得
太
利
候
、
併
旁
御
馳
走
之
故
本

望
存
候
、
御
辛
労
之
通
志
道
大
蔵

（
元
規
）少
輔
申
候
、
不
初
于
今
儀
候
、
猶
別
帋
令

申
候
之
間
、
不
能
詳
候
、
恐
々
謹
言
、

十
一
月

（
天
正
三
年
）六
日

輝
元

（
毛
利
）（
花
押
影
）

楢
崎
三
河

（
豊
景
）守
殿
御
宿
所

［
７
］
毛
利
輝
元
書
状

「 （
封
紙
上
書
）

少
輔
大
郎

楢
崎
三
河
守
殿
御
宿
所

輝
元
」

態
申
入
候
、
今
度
備
中
表
之
儀
、
旁
以
御
馳
走
、
頓
隙
明
御
帰
陣
本
望
候
、

雖
不
始
儀
候
、
御
軍
労
更
難
申
尽
候
、
何
様
重
畳
可
申
述
候
、
猶
使
者
申
含

候
間
、
不
能
詳
候
、
恐
々
謹
言
、

十
一
月
廿
一
日

輝
元

（
毛
利
）（
花
押
影
）

楢
崎
三
河

（
豊
景
）守
殿
御
宿
所

［
８
］
毛
利
輝
元
宛
行
状
写

連
々
御
馳
走
之
段
、
無
忘
却
候
之
条
、
任
御
愁
訴
之
旨
、
於
作
州
垂
水
三
百

貫
地
進
之
置
候
、
全
御
知
行
肝
要
候
、
仍
一
行
如
件
、
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天
正
八
年
三
月
十
四
日

輝
元

（
毛
利
）

楢
崎
三
川

（
豊
景
）守
殿

［
９
］
毛
利
氏
老
臣
連
署
書
状

連
々
依
御
馳
走
、
御
愁
訴
之
通
慥
申
聞
候
、
元
就

（
毛
利
）已
来
御
入
魂
之
段
、
無
忘

却
候
、
然
間
作
州
垂
水
五
百
貫
之
内
三
百
貫
之
地
、
被
進
之
置
候
、
先
以
惣

地
下
之
儀
可
有
御
裁
判
候
、
追
而
可
被
申
談
候
、
恐
々
謹
言
、

三
月
十

（
天
正
八
年
）四
日

隆
景

（
小
早
川
）（
花
押
影
）

貞
俊

（
福
原
）（
花
押
影
）

通
良

（
口
羽
）（
花
押
影
）

元
春

（
吉
川
）（
花
押
影
）

楢
崎
三
川

（
豊
景
）守
殿
御
陣
所

［

10］
毛
利
輝
元
書
状

「 （
封
紙
上
書
）

（
墨
引
）

右
馬
頭

楢
崎
三
河
守
殿
御
宿
所

輝
元
」

爰
元
長
々
御
逗
留
御
辛
労
之
儀
候
、
仍
彼
題
目
与
州
出
張
付
而
、
此
節
隆
景

（
小
早
川
）・
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元
春

（
吉
川
）不
被
罷
越
候
間
、
不
申
談
候
、
与
州
隙
明
候
者
、
遂
相
談
、
様
躰
可
申

入
候
、
猶
両
人
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

夘
月
廿
六
日

輝
元

（
毛
利
）（
花
押
影
）

楢
崎
三
河

（
豊
景
）守
殿
御
宿
所

［

11］
毛
利
輝
元
書
状
写

態
令
申
候
、
今
度
木
梨
・
古
志
不
慮
被
申
分
付
而
、
此
方
助
言
処
、
被
成
御

異
見
、
以
其
辻
木
梨
方
同
心
候
而
、
無
事
成
行
候
、
悉
皆
之
故
実
故
、
対
吾

等
畏
入
候
、
彼
方
へ
も
以
使
者
申
入
候
、
具
雖
可
申
、
御
出
張
之
砌
候
条
閣

筆
候
、
委
細
此
者
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

九
月
二
日

輝
元

（
毛
利
）

楢
崎
三
河

（
豊
景
）守
殿

御
宿
所

大阪市立大学所蔵の楢崎家文書の写について〔村井〕

―115―



［

12］
小
早
川
隆
景
書
状

就
此
表
任
存
分
、
為
御
祝
儀
太
刀
一
腰
、
青
銅
百
疋
被
懸
御
意
候
、
寔
御
丁

寧
之
至
本
望
存
候
、
山
中

（
幸
盛
）事
今
日
至
松
山

（
備
中
国
）指
下
候
、
無
残
明
隙
候
条
、
可
御

心
安
候
、
将
又
此
節
御
所
労
気
之
由
候
、
無
御
心
元
存
候
、
御
養
生
肝
要
候
、

委
細
元
兼

（
楢
崎
）江
申
候
、
恐
々
謹
言
、

七
月
十

（
天
正
六
年
）日

隆
景

（
小
早
川
）（
花
押
影
）

楢
崎
三
河

（
豊
景
）守
殿

御
返
報

［

13］
小
早
川
隆
景
書
状
写

就
高
田

（
美
作
国
）表
行
之
儀
、
弾
正
忠

（
楢
崎
元
兼
）殿
御
越
候
、
委
細
申
談
候
、
弥
至
松
山

（
備
中
国
）被
仰
談

御
上
之
儀
肝
要
之
通
申
事
候
、
豊
景

（
楢
崎
）可
有
御
上
国
之
由
、
専
要
存
候
、
仍
御

腹
中
当
時
被
得
御
快
気
之
由
、
肝
心
存
候
、
何
之
様
に
も
御
養
生
候
て
作
州

御
上
、
於
輝
元

（
毛
利
）祝
着
可
被
申
候
、
猶
重
畳
可
申
述
候
、
恐
々
謹
言
、

八
月
廿

（
天
正
八
年
）日

隆
景

三
川
守

（
楢
崎
豊
景
）殿御
返
報

［

14］
毛
利
元
就
書
状

就
大
田
祝
言
之
儀
、
御
方
御
半
事
申
候
処
、
御
分
別
所
仰
候
、
然
者
御
存
分

等
承
候
条
々
之
趣
、
口
羽
刑
部

（
通
良
）太
輔
速
申
調
候
、
可
心
安
候
、
猶
岡
伯
可

（
伯
耆
守
）被

申
候
、
恐
々
謹
言
、

七
月
十
日

元
就

（
毛
利
）（
花
押
影
）

楢
崎
彦
左

（
信
景
）衛
門
尉
殿
御
陣
所

「 （
封
紙
上
書
）（
墨
引
）

右
馬
頭

楢
崎
彦
左
衛
門
尉
殿
御
陣
所

元
就
」

［

15］
毛
利
隆
元
宛
行
状
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於
山
代

（
周
防
国
）五
ケ
五
拾
貫
之
地
宛
行
候
、
全
可
有
知
行
候
、
仍
一
行
如
件
、

永
禄
四

（
切
封
上
書
）年
二
月
廿
八
日

隆
元

（
毛
利
）（
花
押
影
）

楢
崎
九
郎
次
郎
殿

［

16］
毛
利
輝
元
・
同
元
就
連
署

書
状

就
富
田

（
出
雲
国
）表
、
弥
可
詰
寄
儀
、
此
間
以
岡
伯

（
伯
耆
守
）令
申
候
ツ
、
猶
以
巨
細
為
可
申
述
、

企
使
者
候
、
此
時
別
而
御
馳
走
奉
頼
候
、
委
細
之
段
自
隆
通

（
山
内
）・
隆
家

（
宍
戸
）可
被
申

候
、
具
使
者
可
申
候
間
、
不
能
詳
候
、
恐
々
謹
言
、

八
月
廿

（
永
禄
九
年
）三
日

輝
元

（
毛
利
）（
花
押
影
）

元
就

（
毛
利
）（
花
押
影
）

楢
崎
彦
左

（
信
景
）衛
門
尉
殿
御
陣
所

［

17］
毛
利
輝
元
書
状

追
々
申
入
候
、
猿
懸

（
備
中
国
）之
儀
頓
一
途
申
付
度
之
条
、
誠
毎
事
乍
御
辛
労
、
来
十

八
日
至
小
田

（
備
中
国
）表
、
被
成
御
打
登
、
御
調
儀
頼
存
候
、
吾
等
事
来
廿
日
致
出
張

候
之
間
、
従
途
中
重
畳
可
申
談
候
、
委
細
者
隆
景

（
小
早
川
）・
元
春

（
吉
川
）并
年
寄
共
可
申
入

候
、
何
篇
御
馳
走
可
為
祝
着
候
、
恐
々
謹
言
、

壬
十
一

（
天
正
二
年
）月
十
四
日

輝
元

（
毛
利
）（
花
押
影
）

楢
崎
彦
左

（
信
景
）衛
門
尉
殿

楢
崎
三
川

（
豊
景
）守
殿

御
陣
所

［
18］

毛
利
輝
元
感
状
写

今
度
於
備
中
表
及
合
戦
之
刻
、
其
方
儀
敵
数
輩
討
捕
、
忠
節
之
働
、
尤
神
妙

候
、
仍
而
如
件
、

天
正
十
年
六
月
十
九
日

輝
元

（
毛
利
）

楢
崎
彦
左

（
信
景
）衛
門
尉
殿
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［

19］
小
早
川
隆
景
書
状

就
吉
田

（
安
芸
国
）逗
留
御
音
信
、
御
樽
三
・
折
二
送
給
候
、
御
懇
之
儀
候
、
毎
事
御
懇

意
難
申
尽
候
、

一
吾
等
事
、
五
六
日
以
前
罷
帰
候
、
上
口
之
儀
ニ
付
而
、
従
是
可
申
入
候
心
中

候
之
処
、
示
預
本
望
候
、

一
当
春
動
之
事
、
催
無
油
断
候
、
従
吉
田
以
使
者
御
案
内
被
申
候
、
雖
無
尽
期

儀
候
、
御
馳
走
之
外
有
間
敷
候
、
此
等
之
趣
、
元
兼

（
楢
崎
）吉
田
御
逗
留
之
条
、
具

可
申
談
与
存
候
つ
れ
共
、
於
彼
方
者
不
得
寸
暇
、
取
乱
之
故
、
不
能
閑
談
罷

過
候
、

一
三
村
孫
兵
衛
尉
頓
可
有
下
向
之
由
申
遣
候
、
于
今
延
引
候
、
定
而
頃
可
為
下

着
候
、
行
等
之
儀
、
彼
者
申
様
重
畳
相
尋
、
弥
旁
可
申
談
候
、
内
々
被
聞
召

及
之
被
思
食
所
無
御
隔
心
被
仰
越
候
者
、
可
為
本
望
候
、
呉
々
態
之
御
芳
志
、

難
謝
存
候
、
何
様
従
是
可
申
述
候
、
恐
々
謹
言
、

後
正
月

（
元
亀
三
年
）廿
一
日

隆
景

（
小
早
川
）（
花
押
影
）

信
景

（
楢
崎
）

御
返
報

［

20］
毛
利
輝
元
直
書

楢
崎
彦
左

（
信
景
）衛
門
尉
給
地
百
石
遣
候
条
、
方
角
相
計
可
相
渡
候
、
為
其
申
聞
候

也
、

慶
六

（
慶
長
）

十
一
月
廿
五
日

（
花
押
影
）

（
毛
利
輝
元
）

佐
石

（
佐
世
元
嘉
）

［

21］
毛
利
輝
元
書
状

態
申
候
、
新
見

（
備
中
国
）表
動
之
事
、
急
度
申
付
之
由
、
従
元
親

（
三
村
）被
申
越
候
、
為
加
勢

雲
伯
衆
中
相
催
、
来
月
十
六
日
聢
与
可
罷
立
之
候
、
就
其
検
使
一
人
可
入
之

由
候
間
、
乍
御
辛
労
、
被
罷
出
候
而
可
給
候
、
自
此
方
申
付
事
急
度
難
調
候

之
条
、
御
出
候
て
可
置 （
給
）候
、
先
や
う
事
を
元
親
・
久
式

（
石
川
）被
申
談
、
可
有
行
候
、

俄
ニ
申
様
候
へ
共
、
従
此
方
申
付
候
事
遅
滞
可
仕
候
間
、
其
方
頼
存
候
而
申

候
、
桂
善
左

（
元
将
）衛
門
尉
相
副
可
申 （
候
脱
）

（
以
下
欠
）

［

22］
毛
利
輝
元
宛
行
状

就
今
度
高
田

（
美
作
国
）退
城
、
湯
谷

（
備
後
国
）之
内
後
家
分
百
貫
之
地
無
残
之
、
并
浮
米
百
石
之
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儀
申
付
之
候
、
弓
箭
任
存
分
之
安
堵
候
ハ
者
、
右
之
地
可
有
上
表
之
候
、
猶

妙
寿

（
周
泉
）寺
可
被
申
渡
候
、
恐
々
謹
言
、

二
月
十

（
天
正
一
三
年
）五
日

輝
元

（
毛
利
）（
花
押
影
）

楢
崎
弾
正

（
元
兼
）忠
殿

［

23］
毛
利
元
就
書
状

為
御
音
信
御
使
者
、
殊
御
樽
二
・
肴
送
給
候
、
御
懇
之
儀
祝
着
候
、
自
是
被

無
沙
汰
申
候
処
、
御
懇
意
之
至
候
、
猶
御
使
申
候
、
恐
々
謹
言
、

六
月
廿
九
日

元
就

（
毛
利
）（
花
押
影
）

楢
崎
彦
左

（
信
景
）衛
門
尉
殿
御
返
報

［

24］
小
早
川
隆
景
・
吉
川
元
春
連
署
書
状
写

尚
々
豊
景

（
楢
崎
）へ
も
此
趣
具
可
被
仰
達
候
く

、

信
景

（
楢
崎
）御
内
證
御
懇
之
儀
候
、
然
間
爰
元
陣
取
之
際
之
条
、
高
田

（
美
作
国
）番
衆
堅
固
被

仰
付
、
人
質
是
又
能
々
被
副
御
心
候
て
、
御
一
身
之
儀
者
不
図
御
出
、
可
為

御
馳
走
候
、
被
見
合
頓
而
又
返
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

卯
月
十

（
天
正
八
年
）七
日

隆
景

（
小
早
川
）

元
春

（
吉
川
）

「
駿
河

楢
弾

（
楢
崎
元
兼
）ま
い
る

左
衛

申
給
へ

」

［

25］
高
師
直
奉
書

備
後
国
芦
田
郡
久
住
村
地
頭
職
之
事

右
為
勲
功
之
賞
、
被
宛
行
所
也
、
御
式
目
可
致
沙
汰
条
、
依
仰
執
達
如
件
、

従
五
位
下
武
蔵
守

正
慶
二
年
三
月
廿
一
日

師
直

（
高
）

（
花
押
影
）

宇
多
加
賀
守
殿

（
２
）
検
討
を
要
す
る
文
書
に

つ
い
て

［
１
］
は
萩
博
本
で
も
写
で
、
『
山
口
県
史
３
』
は
検
討
を
要
す
る
も
の
と
し
て

い
る
。
閥

楢
崎
に
は
な
い
。
永
禄
一
二
年
（
一
五
六
九
）、
反
毛
利
勢
力
が
各
地
で

攻
勢
に
出
て
、
毛
利
方
の
備
後
国
神
辺
城
が
占
拠
さ
れ
る
。
［
１
］
は
こ
の
神
辺

城
奪
還
に
対
す
る
感
状
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
前
章
で
言
及
し
た

楢
崎
景
好
申
状

写
に
次
の
記
述
が
あ
る
（
萩
博
本
に
よ
っ
て
閥
楢
崎
の
翻
刻
を
改
め
た
）。

（
史

料
一
）

一
私
親
三
河
守

（
楢
崎
豊
景
）随
分

元
就

（
毛
利
）様
・
隆
元

（
毛
利
）様
・
殿

様
以

（
毛
利
輝
元
）来
、
被

遂
御
馳
走
候
、
御

両
三
殿

様
御
感
状
十
七
御

座
候

つ
、
中
に
も
備
後
神
辺
之
城
、
備
中
之
藤

井
一
類
之
者
共
、
阿
波
之
三
吉
家
へ
手
合
仕
忍
ひ
取
申
候
、
備
後
国
中
い
つ
き

（
一

揆
）

再
発

仕
様
候
之
処
、

木
梨
・
有
地

両
城

江
三
河
守

兄
弟
之
者

共
さ
し

籠
、

家

中
之
人
し

ち
（
質
）取

置
、
則
神
辺
之
城
へ
す
か

り
、
死
人
て
お
い

（
手

負
）む

ね
と

（
宗

徒
）の
者
共
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八
十
余
御
座
候
つ
、
則
切
返
し
杉
原
兄
弟

（
元
盛
・
景
盛
）入
城
さ
せ
申
候
、
藤
井
一
類
備
中

高
屋
家
城
に
取
籠
候
之
処
、
則
取
掛
落
去
仕
候
、
其
時
元
就
様
殿
様
御

加
判
之
御
感
状
ニ
御
家
之
再
興
ヲ
仕
た
る
と
の
御
感
状
候
、
其
段
ハ

殿
様

御
失
念
被
成
間
布
哉
と
存
候
、

ま
た
閥

楢
崎
は
、
こ
の

楢
崎
景
好
申
状
写
の
前
に
、
「
先
祖
御
奉
公
之
筋
、
申

伝
候
所
書
付
指
上
候
、
御
感
状
等
ハ
致
紛
失
、
只
今
所
持
不
仕
候
」
と
し
て
、
戦

国
期
の

楢
崎
氏
の
戦
功
を
書
き
上
げ
て
い
る
（
以
下
、
「
戦
功
書
付
」
と
称
す
る
）。

神
辺
城
奪
回
に
つ
い
て
は
「
同
年
十
月
、

楢
崎
三
河
守
豊
景
備
後
神
辺
之
城
取
返

し
、
藤
井
入
道
首
を
使
者
を
以
元
就
公
御
陣
所
江
送
り
候
処
御
感
被
遊
、
（
中
略
）

御
家
再
興
仕
た
る
と
の
御
感
之
御
書
頂
戴
仕
候
、
是
又
紛
失
仕
候
、
三
河
守
次
男

（
マ
マ
）

筑
後

（
景
好
）守
御
断
書
付
之
自
筆
之
写
有
之
候
、
其
内
ニ
相
見
へ
申
候
間
左
ニ
記
申
候
事
」

と
す
る
。
「
三
河
守
次
男
筑
後
守
御
断
書
付
之
自
筆
之
写
」
は

楢
崎
景
好
申
状
写

を
指
し
て
い
る
が
、
戦
功
書
付
に
は
神
辺
城
奪
還
が
一
〇
月
の
こ
と
で
あ
る
こ
と

や
、
元
就
の
陣
所
に
藤
井
入
道
の
首
を
届
け
「
御
感
被
遊
」
た
こ
と
な
ど
、
申
状

写
に
な
い
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
。

申
状
写
で
は
「
元
就
様
殿
様
御
加
判
之
御
感
状
」
と
あ
り
、
元
就
と
輝
元
の

連
署
感
状
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
の
に
、
［
１
］
は
元
就
単
署
で
あ
る
点
で
不

審
で
あ
る
。
ま
た
、
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
の
［
１
］
の
宛
所
は

楢
崎
三
河
入

道
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
［
２
］
は
毛
利
元
就
の
死
去
が
話
題
に
な
っ
て
い
る

の
で
元
亀
二
年
だ
が
、
こ
の
宛
所
は

楢
崎
三
河
守
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
点
も
不

審
で
あ
る
（
な
お
、
［
１
］
以
外
に
三
河
入
道
と
い
う
表
記
は
見
ら
れ
な
い
）。

次
の
史
料
は
神
辺
城
奪
還
に
関
す
る
も
の
で
あ
る （

�）。

（
史
料
二
）（
端
裏
切
封
墨
引
）

今
度
神
辺
不
慮
出
来
候
処
、
別
而
以
御
馳
走
之
故
、
則
被
切
返
候
、
御
入
魂

之
通
盛
重

（
杉
原
）息
弥
八

（
元
盛
）郎
・
又
次

（
景
盛
）郎
所

�被
申
越
候
、
祝
着
此
事
候
、
委
細
旨
盛

重
可
被
申
候
、
恐
々
謹
言
、

八
月
廿

（
永
禄
一
二
年
）五
日

輝
元

（
毛
利
）（
花
押
）

元
就

（
毛
利
）（
花
押
）

村
上
左
衛

（
亮
康
）門
大
夫
殿
御
宿
所

史
料
二
は
八
月
二
五
日
付
な
の
で
、
神
辺
城
奪
還
は
そ
れ
以
前
の
こ
と
で
、
戦

功
書
上
の
い
う
一
〇
月
は
誤
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
［
１
］
が
元
亀
元
年
一
一

月
六
日
付
な
の
は
、
年
代
を
一
年
錯
誤
し
た
上
、
神
辺
城
奪
還
が
戦
功
書
付
に
あ

る
一
〇
月
だ
と
い
う

認
識
に
基
づ
い
て
一
一
月
の
文
書
と
し
て
偽
作
さ
れ
た
た
め

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
元
就
単
署
と
な
っ
て
い
る
の
も
、
同
様
に
元
就
が
「
御
感

被
遊
」
た
と
い
う
戦
功
書
付
の
記
述
に
引
き
ず
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
。

た
だ
、

楢
崎
氏
の
神
辺
城
奪
還
の
戦
功
が
ま
っ
た
く
の
捏
造
で
あ
っ
た
と
ま
で

は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
景
好
は
神
辺
城
奪
還
の
月
に
は
触
れ
て
い
な
い
し
、

史
料
二
は
元
就
・
輝
元
の
連
署
で
あ
り
、
史
料
一
で
景
好
が
言
う
連
署
の
感
状
が

同
様
の
形
で
存
在
し
た
可
能
性
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
感
状
は
実
際
に
あ
っ
た

が
紛
失
し
た
た
め
、［
１
］
が
偽
作
さ
れ
た
も
の
と
推
測
し
て
お
く
。

［

18］
も
萩
博
本
で
も
写
で
、
閥

楢
崎
に
は
な
く
、『
山
口
県
史
３
』
は
検
討
を

要
す
る
と
し
て
い
る
。

天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
六
月
一

九
日
付
の
感
状
だ
が
、

日
付
は
本
能

寺
の
変
の
直
後
で
あ
る
。
羽
柴
秀

吉
の
撤

兵
後
に
何
ら
か
の
小

競
り

合
い
が

起
き
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
大
き
な
合
戦
に
は

発
展
し
て
い
な
い
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
、

具
体
的
な
地
名
な
し
に
「
今
度
於
備
中
表
及

合
戦
之
刻
」
と
い
う

表
現
は
や
や

違
和
感
が
あ
る
。

楢
崎
景
好
申
状
写
や
戦
功
書
上
で
は
、
天
正
一
〇

年
、
備
中
国
日

幡
城
を
守
っ
て
い
た
上
原
元

将
が
織

田
方
に

寝
返
っ
た
と
き
に
、

楢
崎
氏
が
戦
功
を

挙
げ
た
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
そ
う
で
あ
れ

ば
も
う
少
し

具
体
的
な
記
述
が
あ
っ
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
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れ
る
。
た
だ
、
偽
文
書
で
あ
る
と
断
定
ま
で
は
で
き
な
い
。

も
う
一
点
、
［
４
］
も
『
山
口
県
史
３
』
は
検
討
を
要
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
萩
博
本
で
も
花
押
が
あ
り
、
閥

楢
崎
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
輝
元
と
元

就
の
連
署
で
あ
る
の
で
、
元
亀
元
年
以
前
の
も
の
で
あ
る
が
、
萩
博
本
を
見
る
と

輝
元
の
花
押
が
、
舘
鼻
誠
氏
に
よ
る
毛
利
輝
元
の
花
押
分
類
で
い
う
Ⅴ
型
に
な
っ

て
い
る （

�）（
市
大
本
は
花
押
の
書
写
が
不
正
確
で
あ
る
）。
舘
鼻
氏
に
よ
れ
ば
Ⅴ
型
は
元

亀
四
年
正
月
が
初
見
で
、
そ
の
前
の
Ⅳ
型
の
花
押
が
少
な
く
と
も
元
亀
三
年
九
月

ま
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
［
４
］
の
輝
元
花
押
は
年
代
が
合
わ
ず

不
審
で
あ
る
。
た
だ
内
容
的
に
は
、
先
の
［
１
］
や
［

18］
と
異
な
り
、
偽
作
の

必
要
性
が
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
文
書
で
あ
る
。
ま
た
［
１
］
と
［

18］
が
閥

楢

崎
に
は
な
く
、
『
閥
閲
録
』
編
纂
後
に
偽
作
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
の
に
対
し
、

［
４
］
は
閥

楢
崎
に
も
あ
る
。
こ
の
文
書
は
萩
博
本
で
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
文
字
が

摩
滅
し
て
消
え
て
お
り
（
市
大
本
も
再
現
し
て
い
る
）、
署
名
の
輝
元
の
「
元
」
の

字
も
か
な
り
薄
く
な
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
花
押
が
消
え
て
し
ま
っ
た
も
の
を
、

後
に
加
筆
し
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
３
）
七
月
一
〇
日
付
毛
利
元
就
書
状

（
市
大
本
［

14］）
に
つ
い
て

［

14］
は
閥
楢
崎
に
は
あ
る
が
、
萩
博
本
に
は
な
い
文
書
で
あ
る
。『
萩
藩
閥
閲
録
』

は
元
亀
二
年
に
比
定
す
る
。
こ
れ
は
元
就
の
九
男
秀
包
が
、
元
亀
二
年
に
備
後
の

大
田
英
綱
の
遺
跡
を
継
い
だ
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
文
中
の
「
大
田
祝
言
」
の
大

田
を
秀
包
の
こ
と
と
考
え
、
年
代
を
元
亀
二
年
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

元
就
は
同
年
六
月
に
死
去
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
は
あ
り
え
な
い
。

そ
も
そ
も
秀
包
が
元
亀
二
年
に
大
田
氏
を
継
い
だ
と
い
う
の
は
「
吉
敷
毛
利
譜

録
」

（

�）

や
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
四
・
毛
利
伊
豆
な
ど
の
記
述
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

一
次
史
料
に
は
見
え
な
い
。
大
田
氏
は
、
た
と
え
ば
永
和
四
年
（
一
三
七
八
）
に

備
後
国
世
羅
郡
大
田
荘
内
の
下
地
の
沙
汰
付
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
太
田
式
部
丞
の

よ
う
な （

�）、
大
田
荘
の
あ
た
り
に
勢
力
を
持
っ
た
在
地
領
主
の
末
裔
で
あ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
戦
国
期
の
史
料
に
は
見
え
な
い
。
秀
包
が
天
正
一
三
年
に
世
羅
郡
の

土
地
を
厳
島
社
に
寄
進
し
て
い
る
こ
と
や （

�）、
世
羅
郡
伊
尾
村
を
本
拠
と
す
る
湯
浅

氏
と
所
領
を
接
し
て
い
る
ら
し
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば （

�）、
あ
る
段
階
で
秀
包
が
大
田

荘
域
に
所
領
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
そ
れ
が
大
田
氏
の
遺
跡
を

継
い
だ
た
め
で
あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
祝
言
は
通
常
、
婚
儀
の
こ
と
と

考
え
ら
れ
る
。
秀
包
の
大
田
氏
の
相
続
が
大
田
氏
の
女
性
と
の
婚
姻
の
形
を
と
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
秀
包
の
生
年
は
永
禄
一
〇
年
と
さ
れ
、
元
亀
二
年
で
は

ま
だ
五
才
で
あ
る
か
ら
、
さ
す
が
に
早
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

「
大
田
」
が
秀
包
と
無
関
係
だ
と
す
る
と
、
年
次
比
定
の
た
め
の
有
力
な
手
が

か
り
を
欠
く
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
こ
の
文
書
を
伝
達
し
て
い
る
「
岡
伯
」
に
注
目

し
て
も
う
少
し
検
討
し
て
み
た
い
。
注
意
さ
れ
る
の
は
「
岡
伯
可
被
申
候
」
と

敬

意
表
現
が

用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
岡
伯
」
は
天
正
三
年
に
毛
利

氏
か
ら
備
後
国
三

良
坂
を

与
え
ら
れ
た
岡
伯

耆
守
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る （

�）。

「
譜
録
」
岡
六

兵
衛

堅
雄 （

�）の
系

図
に
よ
れ
ば
、
岡
伯

耆
守
は
そ
の
前
は
七

郎
兵

衛

尉
を
名

乗
っ
て
い
た
（
『
閥
閲
録
』
は

実
名
を
永

政
と
比
定
し
て
い
る
が
、
一
次
史
料
に

も
、
「
譜
録
」
の

系
図
や
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
八
二
・
岡
六

兵
衛
の

家
譜
に
も

実
名
は
見
え

ず
、
根
拠
は
不

明
で
あ
る
）。
岡
七

郎
兵

衛
尉
は
、
毛
利
元
就
と

隆
元
の
連
署
で
備

後
国
未
渡
・
高
光
・
信
敷
に
三
〇
貫
の
土
地
を
与
え
る
こ
と
を
約
束
さ
れ
て
お
り （

	）、

隆
元
の
没
年
で
あ
る
永
禄
六
年
以
前
か
ら
備
後
国
に
関
係
が
あ
っ
た
と
お
ぼ
し
い
。

次
の
史
料
は
さ
ら
に
そ
れ
以
前
の
も
の
で
あ
る （


）。

（
史
料
三
）

先
日
御
出
于
今
祝
着
候
、

其
以
後
無

音
慮
外
候
、

仍
左
衛

門
（

桂
元

忠
）大

夫
所
迄
具

示

給
之
通
、
令
承
知
候
、
久
代
家
中
于
今
取
々
候
哉
、
富
田
之
儀
、
其
身
所
労
、

町
火
事
、
旁
以
珍
事
候
、

弥
被
聞
合
可

承
候
、

将
又
動
之
事
、
何
も

弘
中

（
隆

兼
）・
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青
景

（
隆
著
）可
申
談
候
、
猿
懸

（
備
中
国
）懇
望
之
儀
、
三
村

（
家
親
）分
別
之
条
、
定
可
相
調
候
哉
、
猶

従
是
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

卯
月
十
八
日

隆
元

（
毛
利
）（
花
押
）

元
就

（
毛
利
）（
花
押
）

岡
七
郎
兵
衛
尉
殿
御
報

大
内
氏
家
来
の
弘
中
隆
兼
と
青
景
隆
著
が
見
え
る
の
で
、
毛
利
氏
が
大
内
氏
に

従
属
し
て
い
る
段
階
の
も
の
で
あ
る
。
毛
利
氏
は
岡
七
郎
兵
衛
尉
に
備
後
の
久
代

宮
氏
の
家
中
の
こ
と
を
問
い
合
わ
せ
て
い
る
か
ら
、
や
は
り
岡
氏
は
備
後
国
に
関

係
の
あ
る
領
主
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
先
日
御
出
于
今
祝
着
候
、
其
以
後
無
音
慮

外
候
、
仍
左
衛
門
大
夫
所
迄
具
示
給
之
通
、
令
承
知
候
」
と
い
う
表
現
や
「
被
聞

合
」
と
い
っ
た
敬
意
表
現
な
ど
を
見
て
も
、
こ
の
段
階
で
岡
氏
は
毛
利
氏
の
家
来

で
は
な
く
、
一
定
の
自
立
性
を
有
し
た
備
後
国
の
国
人
領
主
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
［

14］
で
も
敬
意
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
［

16］
に
な
る
と
「
以
岡
伯
令
申
候
ツ
」
と
敬
意
表
現
が
使
用
さ
れ

て
い
な
い
。
［

16］
は
「
就
富
田
表
、
弥
可
詰
寄
儀
」
と
あ
り
、
出
雲
国
富
田
城

が
開
城
す
る
直
前
の
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
永
禄
九
年
に
比
定
さ
れ
る
。
こ
の

時
期
ま
で
に
は
、
岡
氏
と
毛
利
氏
の
格
差
が
開
き
、
敬
意
表
現
が
用
い
ら
れ
な
く

な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
［

14］
は
こ
れ
以
前
で
、
お
そ
ら

く
は
毛
利
氏
が
大
内
氏
を
滅
ぼ
す
前
後
の
時
期
、
遅
く
と
も
永
禄
初
期
頃
ま
で
の

も
の
と
推
定
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

［

14］
の
解
釈
は
難
解
で
あ
る
が
、
「
大
田
の
祝
言
の
こ
と
に
つ
い
て
、
（
大
田

と
）
御
方
（
信
景
）
と
の
間
柄
の
こ
と
を
（
元
就
か
ら
）
申
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

（
信
景
が
）
ご
分
別
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
で
あ
る
の
で
（
信
景
の
）
ご
存
分
等
を
承
っ

た
事
柄
に
つ
い
て
、
口
羽
通
良
が
す
み
や
か
に
調
整
し
ま
す
」
と
い
う
よ
う
な
意

味
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
解
釈
で
正
し
い
と
す
れ
ば
、

楢
崎
氏
は
「
大
田
」
と
の

何
ら
か
の
対
立
を
抱
え
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
「
大
田
」
は
、
大
田
氏
の

可
能
性
も
あ
る
が
、
上
原
氏
や
湯
浅
氏
と
い
っ
た
大
田
荘
域
に
拠
点
を
置
く
有
力

な
領
主
を
指
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
仮
に
上
原
氏
を
指
し
て
い
る
と

す
れ
ば
、
「
大
田
祝
言
」
は
元
就
次
女
と
上
原
元
将
の
婚
姻
の
こ
と
を
指
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
元
就
次
女
の
母
は
側
室
三
吉
氏
で
、
同
じ
三
吉
氏

所
生
で
天
文
二
一
年
（
一
五
五
二
）
誕
生
の
元
秋
よ
り
も
先
に
生
ま
れ
た
と
さ
れ

る
か
ら
、
永
禄
初
期
頃
の
年
齢
は
一
〇
代
前
半
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
か
。

年
未
詳
の
毛
利
隆
元
書
状
に
「
粟
弥
二

・
木
工
な
と
も
警

固
や
く
の
番
く
ミ
に

て
候
、

乍
去
、
此
間
ハ
楢
崎

・
上
原

公
事
、
平

川
公
事
な
と
使
さ
せ
候
間
、
不
仰

遣
候
」
と
あ
り
、
毛
利
氏
が
家
来
を

派
遣
し
て

楢
崎
氏
と
上
原
氏
の
相
論
の
調
停

に
当
た
ら
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
が
先
に
想
定
し
た
楢
崎
氏
と
「
大
田
」

と
の
対
立
に

当
た
る
の
か
ど
う
か
は

確
証
が
な
い
が
、

楢
崎
氏
は
こ
う
し
た
近
隣

の
領
主
と
の
対
立
を
抱
え
て
お
り
、
毛
利
氏
は
そ
の
調

停
に
あ
た
っ
て
い
た
。

［

14］
で
は
文
書
を

伝
達
し
て
い
る
岡
氏
が
調
停
に
か
か
わ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

［

11］
で
は
備
後
の

古
志
氏
と

木
梨
氏
の
対
立
に

際
し
て
、
毛
利
氏
が

助
言
を

し
て
い
る
が
、
さ
ら
に

楢
崎
氏
が
間
に
入
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
、
こ
う
し
た
近

隣
の
領
主
同

士
は
対
立
す
る

場
合
も
あ
る
が
、
そ
う
し
た
対
立
に
は
や
は
り
近
隣

の
領
主
が
調

停
に
あ
た
る
と
い
う
関
係
が
見
ら
れ
る （

�）。

（
４
）

楢
崎
氏
の
吉
田
逗
留
に

つ
い
て

［

10］
に
「

爰
元

長
々
御

逗
留
御

辛
労
之
儀
候
」
、［

19］
に
「
就
吉
田

逗
留
御
音

信
、
御

樽
三
・
折
二

送
給
候
」
、「
元
兼
吉
田
御

逗
留
」
と
あ
り
、
楢
崎
氏

当
主
が
吉

田
に
逗
留
し
て
い
た
例
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
次
の
史
料
は
興
味
深
い （

�）。

（
史
料
四
）

「 （
端
裏
捻
封
上
書
）

右
馬

（
墨
引
）
隆
元

（
毛
利
）ま
い
る
申
給
へ

元
就

（
毛
利
）」
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な
お
く

、
有
地
事
は
無 有

を
今
日
中
す
め
ら
れ
、
明
日
被
返
置
候
や
う

に
、
取
次
ニ
被
仰
付
可
然
候
く

、

又
楢
崎
も
、
九
次
愁
訴
に
于
今
逗
留
由
候
、
是
者
九
二
事
既
は
や
爰
元
罷
居

事
候
間
、
今
少
な
と
の
事
被
遣
候
て
、
お
と
し
つ
け
ら
れ
候
ハ
て
ハ
不
叶
儀

と
存
候
く

、
さ
様
ニ
於
被
相
調
者
、
少
々
滞
留
候
而
も
不
苦
候
哉
く

、

こ
れ
は
是
非
今
少
被
遣
候
て
、
お
と
し
つ
け
ら
れ
候
て
可
然
存
候
く

、
か

し
く
、

九
次
（
九
郎
次
郎
）
は

楢
崎
信
景
あ
る
い
は
元
兼
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

楢
崎
氏
が
何
ら
か
の
愁
訴
の
た
め
に
、
毛
利
氏
の
本
拠
吉
田
に
逗
留
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
元
就
は
、
九
郎
次
郎
が
す
で
に
吉
田
に
来
て
い
る
の
で
、

楢
崎
氏

の
要
求
へ
の
対
応
に
も
う
少
し
上
乗
せ
し
な
い
と
解
決
し
な
い
だ
ろ
う
と
述
べ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た

楢
崎
氏
の
当
主
（
な
い
し
は
前
／
次
期
当
主
）
本
人
が

吉
田
ま
で
わ
ざ
わ
ざ
出
向
い
て
愁
訴
す
る
こ
と
は
、
毛
利
氏
に
要
求
を
通
す
有
効

な
手
段
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
［

10］
や
、
［

19］
の
例
も
、
同

様
の
用
件
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
５
）
四
月
二
六
日
付
毛
利
輝
元
書
状

（
市
大
本
一
〇
）
の
年
次
比
定
を
め
ぐ
っ
て

［

10］
に
つ
い
て
『
山
口
県
史
３
』
は
年
未
詳
と
し
て
い
る
が
、
『
戦
国
遺
文

瀬
戸
内
水
軍
編
』
や
長
谷
川
博
史
「
吉
川
氏
関
係
史
料
目
録
」
で
は
永
禄
一
一
年

と
比
定
し
て
い
る （

�）。
文
中
に
「
仍
彼
題
目
与
州
出
張
付
而
、
此
節
隆
景

（
小
早
川
）・
元
春

（
吉
川
）不

被
罷
越
候
間
、
不
申
談
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
早
川
隆
景
と
吉
川
元
春
が
と

も
に
伊
予
国
に
渡
海
し
た
永
禄
一
一
年
の
も
の
と
い
う
推
定
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

い
く
つ
か
の
点
で
こ
の
比
定
に
は
疑
問
が
残
る
。

ま
ず
、
毛
利
輝
元
の
花
押
が
、
舘
鼻
誠
氏
の
分
類
で
い
う
Ⅴ
型
で
あ
り
、
前
述

の
よ
う
に
こ
れ
は
元
亀
四
年
正
月
が
初
見
で
あ
る
。

次
に
封
紙
上
書
に
「
右
馬
頭
輝
元
」
と
あ
る
が
、
永
禄
一
一
年
の
時
点
で
は
右

馬
頭
は
元
就
で
、
輝
元
は
少
輔
太
郎
を
称
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
元
亀
二
年
と
推

定
さ
れ
る
五
月
二
五
日
付
毛
利
元
就
・
同
輝
元
連
署
書
状
で
は
、
元
就
は
右
馬
頭
、

輝
元
は
少
輔
太
郎
を
名
乗
っ
て
い
る （

�）。
内
容
は
元
亀
二
年
の
厳
島
社
の
遷
宮
に
関

す
る
も
の
な
の
で
、
年
次
比
定
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。
元
就
は
同
年
六
月
に
死
去

し
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
最
後
ま
で
右
馬
頭
を
名
乗
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の

間
は
輝
元
は
少
輔
太
郎
を
称
し
た
は
ず
で
あ
る
。

で
は
輝
元
が
右
馬
頭
を
名
乗
る
の
は
い
つ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
二
月
九
日
付
毛

利
輝
元
宛
足
利
義

昭
御
内
書
に
「

官
途
事
、

任
右
馬
頭
」
と
あ
る （

�）。
『

大
日
本

古

文
書

家
わ
け
第
八
毛
利
家
文
書
』
は
こ
れ
を
「
元
亀
四
年
ヵ
」
と
し
て
お
り
、

一
般
的
に
輝
元
は
元
亀
四
年
に
右
馬
頭
に

補
任
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
文
中
に
「
至

真
木
島
城
相
移
候
」
と
あ
り
、
元
亀
四
年
に
比
定
さ
れ
る
七
月
二
四
日
付
足
利
義

昭
御
内
書

写
で
は
、
宛

所
に
毛
利
右
馬
頭
と
あ
る （

�）。
し
た
が
っ
て
輝
元
の
右
馬
頭

補
任
は
こ
れ

以
前
で
あ
る
。

木
下
聡
氏
は
輝
元
が
先
に

任
官
し
て
い
た
右
衛

門
督

を
改
め
右
馬
頭
を
用
い
た
の
は
、
右

衛
門
督
の
任

官
に
織
田
信
長
の
介
在
が
あ
っ

た
か
ら
、
信
長
と
の
手
切
れ
に
よ
っ
て
右
馬
頭
に
改
め
た
た
め
と
す
る （

�）。
し
か
し
、

織
田
方
と
明
確
に
手

切
れ
す
る
の
は
足
利
義
昭
が

鞆
に
下
向
す
る
天
正
四
年
で
、

右
馬
頭

任
官
自
体
は
そ
れ
よ
り
早
い
。

で
は
、
輝
元
が
右
馬
頭
を
用
い
る
の
は
元
亀
四
年

以
降
か
と
い
え
ば
、
そ
う
単

純
で
は
な
い
。
実
は
元
亀
二
年
と
推
定
さ
れ
る
一
二
月
六
日
付

棚
守
房

顕
宛
毛
利

輝
元
書
状
で
輝
元
は
右
馬
頭
を
称
し
て
い
る （

�）。
前
述
の
元
亀
二
年
の
遷
宮
に
あ
た
っ

て
、
吉
田
兼
右
が

安
芸
に
下
向
し
て
い
る
が
、
こ
の
文
書
に
「
吉
田
神
主
殿
漸
可

為
着
嶋
之
由
承
候
」
と
あ
る
の
で
、
年
次
は
元
亀
二
年
で
確
実
だ
ろ
う
。
同

じ
く

遷
宮
に
関
連
し
て
厳
島
社
の
社

家
棚
守
房
顕
に
宛
て
た
一
一
月
四
日
と
九
日
の
書

状
で
は
少
輔
太
郎
を
称
し
て
い
る
か
ら （

�）、
六
月
の
元
就
死
後
も
少
輔
太
郎
を
用
い

て
い
た
が
、
一
二
月
に
は
右
馬
頭
を
用
い
た
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、

直
後
の
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一
二
月
八
日
付
棚
守
房
顕
宛
書
状
で
は
再
び
少
輔
太
郎
を
用
い
、
以
後
、
翌
元
亀

三
年
閏
正
月
二
一
日
付
書
状
ま
で
、
遷
宮
に
か
か
わ
る
棚
守
房
顕
宛
の
三
通
の
輝

元
書
状
で
は
い
ず
れ
も
少
輔
太
郎
を
称
し
て
い
る （

�）。

さ
ら
に
、
右
馬
頭
に
補
任
さ
れ
た
後
の
天
正
三
年
と
推
定
さ
れ
る
八
月
一
五
日

付
毛
利
輝
元
書
状
で
も
少
輔
太
郎
を
用
い
て
い
る （

�）。
文
中
に
「
今
年
義
隆

（
大
内
）廿
五
年

忌
」
と
あ
る
か
ら
、
天
正
三
年
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
直
後
の
天
正
三
年

八
月
二
五
日
付
毛
利
輝
元
寄
進
状
で
「
大
江
右
馬
頭
輝
元
」
と
署
名
し
て
い
る
の

は
フ
ォ
ー
マ
ル
な
名
乗
り
を
用
い
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
が （

�）、
天
正
二
年
八
月
二

二
日
の
善
芳
座
元
禅
師
宛
住
持
職
安
堵
状
写
で
も
右
馬
頭
と
署
名
し
て
い
る （

�）。
お

お
む
ね
天
正
四
年
以
降
は
少
輔
太
郎
は
見
ら
れ
な
く
な
る
が
、
そ
れ
ま
で
は
右
馬

頭
と
少
輔
太
郎
を
併
行
し
て
用
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

毛
利
元
就
も
永
禄
三
年
に
朝
廷
か
ら
陸
奥
守
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以

降
も
基
本
的
に
は
毛
利
家
当
主
の
代
々
の
官
途
で
あ
る
右
馬
頭
を
用
い
て
お
り
、

陸
奥
守
を
使
用
す
る
場
面
は
限
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
輝
元
の
場
合
も
、
右

馬
頭
の
使
用
は
正
式
な
補
任
と
必
ず
し
も
関
係
し
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
少

輔
太
郎
と
右
馬
頭
を
併
行
し
て
使
っ
て
い
る
段
階
で
は
、
正
式
に
補
任
さ
れ
た
右

馬
頭
は
相
対
的
に
フ
ォ
ー
マ
ル
な
場
面
で
使
用
し
、
そ
れ
以
外
は
少
輔
太
郎
を
用

い
た
が
、
足
利
義
昭
が
下
向
す
る
と
、
整
合
性
を
と
っ
て
右
馬
頭
に
統
一
し
た
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

そ
う
す
る
と
右
馬
頭
を
称
し
て
い
る
［

10］
の
年
代
は
花
押
型
も
合
わ
せ
て
考

え
れ
ば
元
亀
四
年
以
降
で
、
内
容
的
に
フ
ォ
ー
マ
ル
な
文
書
と
は
言
え
な
い
の
で
、

あ
る
い
は
天
正
四
年
以
降
に
な
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
う
す
る
と
別
の

問
題
が
生
じ
る
。
と
い
う
の
は
、
元
亀
四
年
以
降
で
隆
景
と
元
春
が
そ
ろ
っ
て
伊

予
に
渡
海
し
て
い
る
例
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

［

10］
は
伊
予
出
張
を
め
ぐ
っ
て
隆
景
と
元
春
が
吉
田
に
来
ら
れ
な
い
と
あ
る
だ

け
な
の
で
、
隆
景
・
元
春
は
手
配
に
多
忙
な
だ
け
で
、
自
身
が
伊
予
に
渡
海
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
後
考
を
待
ち
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
輝
元
の
名
乗
り
の
変
遷
が
単
純
で
は
な
い
と
す
る
と
、
［
６
］
と

［
７
］
の
毛
利
輝
元
書
状
の
年
代
比
定
も
検
討
の
余
地
が
生
じ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

ど
ち
ら
も
輝
元
は
少
輔
太
郎
を
称
し
て
い
る
が
、
『
山
口
県
史
３
』
は
い
ず
れ
も

天
正
三
年
に
比
定
し
て
い
る
。
し
か
し
［
７
］
は
輝
元
の
花
押
は
Ⅳ
型
で
あ
る
。

確
か
に
輝
元
は
天
正
三
年
ま
で
少
輔
太
郎
も
使
用
し
て
い
る
が
、
花
押
型
も
合
わ

せ
て
考
え
れ
ば
、
や
は
り
元
亀
三
年
以
前
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
一
方
［
６
］

の
輝
元
花
押
は
Ⅴ
型
で
あ
り
天
正
三
年
と
し
て
も
問
題
は
な
い
。
天
正
三
年
だ
と

す
る
と
輝
元
の
少
輔
太
郎
使
用
の
下
限
は
一
一
月
ま
で
下
が
る
こ
と
に
な
る
。

三

�崎
氏
に
つ
い

て

（
１
）

楢
崎
氏
の
出
自

戦
国
期
の

楢
崎
氏
は
備
後
国
芦
田
郡
の
領
主
で
、
二
子
朝
山
城
を
本
拠
と
し
た

と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
を
示
す
一
次
史
料
は
な
い
。

楢
崎
氏
は
足
利
尊

氏
か
ら
芦
田
郡
久
佐
村
の
地
頭
職
を
得
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は

楢
崎
氏
の
家
伝

の
な
か
で
主
張
さ
れ
る
由
緒
で
あ
る
に
す

ぎ
な
い
。

田
口
義

之
氏
も
、
『

福
山

志
料
』
に
見
え
る
足
利
尊
氏

御
教
書
は
「

偽
物
」
だ

と
し
た

上
で
、
『
備
中

府
志
』
な
ど
に
、

楢
崎
氏
が
も
と
は
備
中
国

新
見
の
領
主

で
、
永
禄
四
年
（
一
五

六
一
）
に
毛
利
元
就
の

命
で
備
後
国
久
佐
村
に

移
住
し
た

と
あ
る
こ
と
に

注
目
し
、
確
か
に
『
太

平
記
』
や
東
寺

百
合
文
書
に
備
中
国
の
楢

崎
氏
の

存
在
が
見
出
せ
る
こ
と
か
ら
、

楢
崎
氏
は
備
中
か
ら
備
後
に
移
住
し
た
も

の
と
す
る
。
た
だ
し
そ
の

時
期
に

つ
い
て
は
、
永
禄
四
年
で
は
年
代
が
合
わ
ず
、

久
佐
村
八

幡
神
社
が
享
禄
年
中
に
楢
崎
三
河
守
に
よ
っ
て
再

建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
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れ
る
こ
と
か
ら
、

楢
崎
氏
の
備
後
移
住
は
こ
の
頃
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る （

�）。

元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
の
奥
付
を
持
つ
『
古
戦
場
備
中
府
志
』
の
「
鳶
ノ
巣

城
新
見
村
」
項
に
は
当
城
の
開
基
を

楢
崎
右
京
大
夫
利
景
と
し
、
「
永
禄
四
年

楢
崎
彦
左
衛
門
尉
豊
景
代
、
備
後
国
久
佐
に
所
替
也
」
と
あ
る （

�）。
ま
た
、
田
口
氏

が
指
摘
す
る
よ
う
に
『
太
平
記
』
第
三
八
巻
「
諸
国
宮
方
蜂
起
の
事
」
に
は
、
山

名
師
氏
が
備
前
と
備
中
に
侵
攻
し
た
と
き
、
備
中
の
一
勢
は
田
地
目
備
中
守
・

楢

崎
を
侍
大
将
と
す
る
千
余
騎
で
あ
っ
た
と
の
記
述
が
あ
る （

�）。
ま
た
、
「
東
寺
百
合

文
書
」
に
は
明
徳
元
年
（
一
三
九
〇
）
に
「
新
見
庄
公
文
并
惣
追
補
使
両
職
」
に

補
任
さ
れ
て
い
る

楢
崎
備
前
守
が
見
え （

�）、
寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
の
文
書
に
見

え
る

楢
崎
景
直
は
、
新
見
荘
の
田
所
職
を
所
持
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る （

�）。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
備
中
に

楢
崎
氏
が
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

楢
崎
氏
は
豊
景
、
信
景
や
そ
の
子
孫
に
も
名
前
に
「
景
」
の
字
が
多
く
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
景
直
の
系
譜
を
引
い
て
い
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
ま
た
田
口

氏
は
、
毛
利
元
就
と

楢
崎
氏
ら
備
後
国
衆
が
連
署
し
た
傘
連
判
に
み
え
る
新
見
元

致
は
、
『
備
後
古
城
記
』
の
記
述
か
ら
備
中
の
新
見
氏
の
一
族
が
備
後
に
移
り
住

ん
だ
も
の
と
み
て
、

楢
崎
氏
の
移
住
の
可
能
性
を
補
強
し
て
い
る （

�）。

楢
崎
豊
景
の
「
豊
」
の
字
は
備
後
守
護
山
名
氏
の
偏
諱
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、

少
な
く
と
も
豊
景
の
代
ま
で
に
は
備
後
国
に
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
田
口
氏
の
想
定
し
た
享
禄
の
頃
に
備
後
に
移
住
し
た
と
い
う
可

能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
れ
に
し
て
は
閥

楢
崎
の
家
譜
や
、
「
譜
録
」

楢
崎
新
十
郎
資
信
（
以
下
、
「
譜
録

楢
崎
」
と
略
称
す
る
）
と
い
っ
た

楢
崎
氏
自
身
が

提
出
し
た
家
伝
に
備
中
の
こ
と
が
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
足
利
尊
氏
か

ら
備
後
国
久
佐
村
を
拝
領
し
た
と
い
う
認
識
と
齟
齬
が
生
じ
る
か
ら
か
も
し
れ
な

い
が
、
備
中
の

楢
崎
氏
と
備
後
の

楢
崎
氏
を
結
び
つ
け
る
根
拠
は
近
世
の
地
誌
の

記
事
の
み
で
あ
る
。
近
世
に
広
く
流
布
し
て
い
た
『
太
平
記
』
に
見
え
る
備
中
の
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楢
崎
氏
を
、
備
後
の
楢
崎
氏
に
付
会
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
備
中
出

身
と
い
う
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
結
論
は
保
留
し
て
お
き
た
い
。

（
２
）

楢
崎
氏
の
系
譜

閥
楢
崎
に
記
載
さ
れ
た

楢
崎
氏
の
家
譜
は
、
湯
原
義
広
を
祖
と
し
、
豊
信
、
信

康
と
続
い
て
信
康
の
三
男
清
信
が
宇
多
を
名
乗
り
、
そ
の
三
代
後
の
加
賀
守
豊
武

が
、
足
利
尊
氏
か
ら
備
後
国
久
佐
村
を
拝
領
し
て

楢
崎
と
改
め
た
と
す
る
。
そ
の

後
、
三
河
守
豊
貞
、
三
河
守
満
景
、
加
賀
守
宗
豊
、
三
河
守
豊
信
、
三
河
守
宗
真
、

加
賀
守
通
景
と
続
い
て
豊
景
に
つ
な
が
る
。
し
か
し
、
通
景
ま
で
の
当
主
は
一
次

史
料
に
見
え
な
い
。
田
口
氏
は
、
山
名
氏
の
偏
諱
の
「
豊
」
を
名
前
の
下
の
字
に

用
い
て
い
る
な
ど
不
審
な
点
も
あ
り
、
通
景
以
前
の
系
譜
は
信
用
で
き
な
い
と
し

て
い
る
。
譜
録

楢
崎
の
系
図
は
豊
景
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

『
福
山
志
料
』
の
久
佐
村
の
項
に
安
全
寺
に
あ
る
位
牌
と
し
て
「

楢
崎
三
河
守

法
名
性
巌
宗
真
享
禄
三
年
三
月
二
十
一
日
同
加
賀
守
恵
窓
春
心
天
文
十
七
年
正

月
十
九
日
同
三
河
守
勝
山
忠
英
弘
治
二
年
十
月
十
四
日
同
出
雲
守
昌
満
芳
久

弘
治
三
年
二
月
二
十
五
日
同
清
左
衛
門
長
屋
常
久
天
正
三
年
八
月
十
五
日
同

吉
蔵
英
屋
道
雄
慶
長
元
年
九
月
十
八
日
同
左
馬
助
道
久
慶
長
十
七
年
閏
十
一
月

七
日
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
宗
真
は
閥

楢
崎
の
家
譜
に
も
名
前
が
見
え
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る

没
年
月
日
も
位
牌
と
一
致
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
次
の
加
賀
守
恵
窓
春
心
は
、

閥
楢
崎
の
加
賀
守
通
景
と
見
た
い
と
こ
ろ
だ
が
没
年
月
日
が
一
致
し
な
い
。
閥

楢

崎
の
通
景
の
没
年
月
日
は
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
一
〇
月
一
四
日
で
、
こ
れ
は

位
牌
の
三
河
守
勝
山
忠
英
の
没
年
月
日
と
一
致
す
る
が
、
官
途
名
が
一
致
し
な
い
。

こ
の
あ
た
り
で
系
譜
に
何
ら
か
の
混
乱
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
弘
治
三
年
死
去
の

出
雲
守
昌
満
芳
久
、
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
死
去
の
清
左
衛
門
長
屋
常
久
も
該

当
す
る
人
物
が
見
当
た
ら
な
い
。
通
景
の
次
代
と
さ
れ
る
豊
景
は
没
年
が
不
明
だ

が
、
天
正
八
年
ま
で
は
生
存
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
仮
名
、
官
途
も
違
う
。
譜

録
楢
崎
の
系
図
で
も
出
雲
守
や
清
左
衛
門
を
名
乗
っ
た
人
物
は
見
出
せ
な
い
。
次

の
同
吉
蔵
英
屋
道
雄
の
没
年
月
日
は
閥

楢
崎
の
元
兼
の
没
年
月
日
と
一
致
す
る
。

た
だ
、
閥

楢
崎
や
譜
録

楢
崎
で
も
、
吉
蔵
を
名
乗
っ
た
の
は
元
兼
で
は
な
く
、
元

兼
の
跡
を
継
い
だ
養
子
の
元
好
と
な
っ
て
い
る
。
最
後
の
慶
長
一
七
年
（
一
六
一

二
）
没
の
左
馬
助
道
久
も
該
当
す
る
人
物
を
見
出
せ
な
い
。
ま
た
、
慶
長
一
七
年

の
閏
月
は
一
〇
月
で
あ
る
か
ら
、
『
福
山
志
料
』
の
誤
写
の
可
能
性
も
あ
る
が
、

こ
の
位
牌
の
記
載
を
全
面
的
に
信
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

と
は
い
え
い
く
つ
か
の
没
年
月
日
の
一
致
か
ら
、
ま
っ
た
く
架
空
の
も
の
と
は

思
わ
れ
ず
、
と
く
に
名
前
と
没
年
月
日
が
一
致
す
る
宗
真
の
存
在
は
信
用
し
て
よ

い
の
で
は
な
い
か
。
よ
っ
て
、
閥

楢
崎
の
家
譜
と
譜
録
楢
崎
の
系
図
を
も
と
に
、

宗
真
以
降
の

楢
崎
氏
の
系
図
を
作
成
し
た
。
以
下
、
事
蹟
の
わ
か
る
豊
景
以
降
の

一
族
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

豊
景
は
、
系
図
で
は
彦
左
衛
門
尉
、
三
河
守
と
さ
れ
る
が
一
次
史
料
で
は
三
河

守
の
み
確
認
で
き
る
。
先
に
述
べ
た
弘
治
三
年
の
毛
利
元
就
等
一
二
名
傘
連
判
契

状
と
同
時
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
毛
利
元
就
等
一
八
名
傘
連
判
状
案
に
は

楢
崎

彦
左
衛
門
尉
信
景
が
名
を
連
ね
て
お
り
、
こ
の
頃
に
は
す
で
に
信
景
に
家
督
を
譲
っ

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
信
景
が
彦
左
衛
門
尉
を
名
乗
っ
て
い
る
か
ら
、

こ
の
と
き
豊
景
は
す
で
に
三
河
守
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

閏
月
か
ら
天
正
二
年
で
あ
る
こ
と
が
確

実
な

［

17］
の
宛
所
で
三
河
守
と
彦
左

衛
門
尉
が

並
ん
で
お
り
、
こ
の
彦
左
衛
門
尉
は
信
景
で
あ
る
か
ら
、
三
河
守
は
豊

景
で
あ
る
。
こ
の
後
、
天
正
八
年
と
推
定
さ
れ
る

［

13］
に
「
豊
景
可
有
御

上
国

之
由
、
専
要
存
候
」
と
あ
り
、
こ
の
時
点
ま
で
生
存
し
て
、
し
か
も
一
線
で
活

動

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
以
後
は
不
明
で
あ
る
。
『
広

島
県
史

Ⅱ
』
は
天
正

一
〇
年
と
推
定
さ
れ
る

熊
谷
信
直
書
状
に
み
え
る
「
な
ら
崎
」
を
豊
景
と
比
定
し
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て
い
る
が （

�）、
信
景
か
元
兼
の
可
能
性
も
あ
る
。

な
お
、
『
広
島
県
史
Ⅳ
』
所
収
の
三
吉
鼓
文
書
に
、
「
天
文
三
年
ヵ
」
（
一
五
三

四
）
と
推
定
さ
れ
て
い
る
大
内
義
隆
書
状
が
あ
り （

�）、
そ
の
宛
所
と
し
て

楢
崎
彦
次

郎
が
見
え
る
（
三
吉
鼓
氏
は
備
後
国
の
領
主
で
あ
る
）。
彦
左
衛
門
尉
と
「
彦
」
の
字

が
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
一
族
か
、
あ
る
い
は
豊
景
本
人
か
も
し
れ

な
い
が
、
そ
れ
以
上
手
が
か
り
が
な
く
不
明
と
し
て
お
く
。
仮
に
こ
れ
が

楢
崎
氏

の
一
族
な
ら
、
備
後

楢
崎
氏
の
最
も
早
い
史
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

信
景
は
、
系
図
に
よ
れ
ば
豊
景
の
長
男
で
、
九
郎
次
郎
、
彦
左
衛
門
尉
を
名
乗
っ

て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
弘
治
三
年
頃
に
は
当
主
と
な
っ
て
い
る
。
『
山
口
県
史

３
』
は
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
の
［

15］
の
宛
所
の
九
郎
次
郎
を
信
景
に
比
定

し
て
い
る
が
、
仮
に
傘
連
判
契
状
が
弘
治
三
年
の
も
の
だ
と
す
る
と
、
そ
の
時
点

で
す
で
に
彦
左
衛
門
尉
を
名
乗
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
九
郎
次
郎
は
子
の
元
兼
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
系
図
に
よ
れ
ば
、
そ
の
後
の
後
継
者
は
彦
左
衛
門
尉

を
名
乗
っ
て
い
な
い
た
め
、
慶
長
六
年
の
［

20］
に
見
え
る
彦
左
衛
門
尉
も
信
景

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
頃
ま
で
生
存
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
天
正

一
〇
年
の
［

18］
が
偽
文
書
だ
と
す
る
と
、
活
動
が
見
え
る
の
は
天
正
八
年
と
推

定
さ
れ
る
［

24］
ま
で
で
、
以
後
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
同
年
か
ら
元
兼
の
活
動

が
目
立
っ
て
く
る
の
で
、
こ
の
頃
に
隠
居
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

系
図
で
は
信
景
の
弟
に
景
政
、
景
好
、
景
忠
が
見
え
る
。
た
だ
閥

楢
崎
、
譜
録

楢
崎
と
も
景
好
を
豊
景
の
三
男
、
景
忠
を
五
男
と
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
間
に
四

男
が
い
た
は
ず
で
あ
る
。
『
陰
徳
太
平
記
』
巻
四
四
「
備
後
の
国
神
辺
の
城
合
戦

并
防
州
関
所
の
城
合
戦
事
」
に
よ
れ
ば
、
神
辺
城
奪
還
に
際
し
て
、
隠
居
の
豊
景

は
、
嫡
子
の
元
兼
が
筑
前
立
花
に
出
陣
し
て
い
た
た
め
、
末
子
少
輔
三
郎
を
連
れ

て
神
辺
城
に
攻
め
寄
せ
、
少
輔
三
郎
が
討
死
し
た
と
い
う
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う

に
神
辺
城
奪
還
の
経
緯
は
一
次
史
料
で
は
不
明
で
、
元
兼
を
豊
景
の
嫡
子
と
す
る

点
も
不
正
確
で
あ
る
の
で
、
こ
の
記
述
を
ど
こ
ま
で
信
用
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な

い
が
、
こ
の
少
輔
三
郎
が
四
男
だ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
も
っ
と
も
討
死
す
る
よ

う
な
戦
功
が
あ
れ
ば
系
図
に
特
筆
さ
れ
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。
景
好
は

は
じ
め
高
須
氏
に
養
子
に
入
っ
て
い
た
よ
う
で
、
天
正
一
六
年
の
高
須
少
輔
三
郎

宛
毛
利
輝
元
官
途
書
出
が

楢
崎
吉
右
衛
門
家
に
伝
来
し
て
い
る （

�）。
ま
た
、
萩
博
本

二
六
の

楢
崎
景
好
申
状
写
で
は

楢
崎
筑
後
守
と
名
乗
っ
て
い
る
。

元
兼
は
系
図
で
は
信
景
の
子
と
さ
れ
、
九
郎
次
郎
、
弾
正
忠
、
弾
右
衛
門
を
名

乗
り
、
慶
長
元
年
に
釜
山
で
病
死
し
た
と
さ
れ
る
。
名
前
の
「
元
」
は
毛
利
輝
元

の
偏
諱
と
思
わ
れ
る
が
、
通
字
の
「
景
」
を
使
っ
て
元
景
と
な
ら
ず
、
名
乗
り
も

九
郎
次
郎
は
信
景
と
共
通
し
て
い
る
が
、
弾
正
忠
、
弾
右
衛
門
は
前
後
の
一
族
に

は
見
え
な
い
。
史
料
上
の
確
実
な
初
見
は
［

19］
で
、
文
中
に
「
元
兼
」
と
あ
る
。

『
山
口
県
史
３
』
は
天
正
元
年
に
比
定
し
て
い
る
が
、
閏
正
月
が
あ
る
の
は
元
亀

三
年
で
あ
る
。
［

21］
は
市
大
本
は
二
紙
目
が
失
わ
れ
て
後
欠
と
な
っ
て
い
る
が
、

萩
博
本
は
完
全
な
形
で
残
っ
て
い
る
（
な
お
、
萩
博
本
で
も
二
紙
に
わ
た
っ
て
い
る

が
、
二
紙
目
に
移
行
す
る
行
が
異
な
っ
て
い
る
か
ら
、
市
大
本
は
そ
の
点
は
忠
実
に
再
現

し
て
い
な
い
）。
よ
っ
て
萩
博
本
に
よ
れ
ば
、
宛
所
は

楢
崎
九
郎
次
郎
で
元
兼
に
比

定
さ
れ
る
。
天
正
八
年
に
美
作
国
に
派
遣
さ
れ
活
動
が
目
立
っ
て
く
る
が
、
こ
の

頃
に
は
弾
正
忠
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
［

24］
の
宛
所
に
「

楢
弾
」
と
見
え
、
天
正

九
年
と
推
定
さ
れ
る
「
備
州

ノ
楢
弾
正
元
兼
」
と
署
名
し
た
文
書
も
あ
る （

�）。［

24］

に
は
豊
景
、
信
景
の
名
も
見
え
、
三

世
代
が
同
時

期
に
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
系
図
で
は
こ
の
後
弾
右
衛
門
を
名
乗
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
天
正
一

六
年
の
「
輝
元

公
御
上
洛
日
記
」
に
楢
崎
弾
右
衛
門
が
見
え
る （

�）。
天
正
二
〇
年
と

推
定
さ
れ
る
豊

臣
秀
次
朱
印
状
に
よ
れ
ば
、
秀
吉
の
生
母
大
政
所
の
死
去
に
際
し

て
、
毛
利
氏
は

楢
崎
源
右
衛
門
尉
を
秀
次
の
も
と
に
派
遣
し
て
い
る （

�）。
ま
た
年
次

は
不
明
だ
が
、
毛
利
氏
が

楢
崎
源
右
衛
門
後
家
の

分
と
し
て
備
後
十
倉
之
内
国
兼
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郷
二
〇
石
を
平
賀
木
工
助
に
与
え
て
い
る （

�）。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
刊
本
で
「
源

右
衛
門
」
と
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
「
源
」
と
「
弾
」
の
く
ず
し
は
似
て
い
る
た

め
、
い
ず
れ
も
弾
右
衛
門
の
誤
り
で
、
元
兼
の
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
譜
録

楢
崎
に
よ
れ
ば
元
兼
に
は
景
友
、
辰
景
と
い
う
弟
が
い
た
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
閥

楢
崎
に
は
記
載
が
な
く
、
一
次
史
料
に
も
見
え
な
い
。

系
図
に
よ
れ
ば
元
兼
に
は
実
子
が
な
く
、
豊
景
三
男
景
好
の
子
元
好
を
養
子
と

し
た
と
い
う
。
元
好
は
吉
蔵
、
与
兵
衛
を
名
乗
っ
た
と
さ
れ
る
。

ほ
か
に
一
次
史
料
に
見
え
る
人
物
と
し
て
、
系
図
で
景
政
の
次
男
と
さ
れ
る
政

友
が
い
る
。
慶
長
三
年
の
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
は
宍
戸
元
続
以
下
二
七
名
の
毛
利
氏

家
来
に
宛
て
て
、
蔚
山
で
の
戦
功
を
賞
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に

楢
崎

清
吉
（
政
友
）
の
名
が
あ
る （

�）。
ほ
か
に
吉
見
氏
、
三
沢
氏
、
平
賀
氏
、
備
後
で
は

有
地
氏
や
三
吉
氏
、
和
智
氏
な
ど
二
七
名
の
ほ
と
ん
ど
が
戦
国
期
に
は
自
立
的
な

有
力
領
主
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
慶
長
元
年
に
元
兼
が
釜
山
で
病
死
し
た
が
、

そ
の
後
、
後
継
者
の
元
好
で
は
な
く
、
政
友
が
軍
勢
を
率
い
て
い
る
点
が
注
意
さ

れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

（
３
）

楢
崎
氏
の
所
領
に
つ
い
て

楢
崎
氏
は
備
後
国
芦
田
郡
久
佐
村
を
本
拠
と
し
た
と
さ
れ
る
が
、
前
述
の
［

25］

は
偽
文
書
で
あ
る
か
ら
、
一
次
史
料
か
ら
は
久
佐
村
を
支
配
し
て
い
た
こ
と
は
わ

か
ら
な
い
。

楢
崎
氏
の
所
領
で
一
次
史
料
に
よ
っ
て
判
明
す
る
の
は
、
［

15］
の

永
禄
四
年
に
給
与
さ
れ
た
周
防
国
山
代
五
ヶ
五
〇
貫
、
［
８
］
・
［
９
］
の
天
正
八

年
に
給
与
さ
れ
た
作
州
垂
水
三
〇
〇
貫
、
［

22］
の
高
田
退
城
に
と
も
な
っ
て
給

与
さ
れ
た
備
後
国
三
谷
郡
湯
谷
の
う
ち
後
家
分
一
〇
〇
貫
で
あ
る
。
［

22］
は
羽

柴
秀
吉
側
と
の
国
分
成
立
に
よ
っ
て
高
田
城
か
ら
退
去
し
た
と
き
の
も
の
と
考
え

ら
れ
る
の
で
、
年
次
は
天
正
一
三
年
だ
ろ
う
。
国
分
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
美
作
垂

水
の
替
地
の
一
部
だ
ろ
う
か
。

天
正
末
年
以
降
の

楢
崎
氏
の
所
領
を
示
す
も
の
と
し
て
『
八
箇
国
御
時
代
分
限

帳
』
（
以
下
「
分
限
帳
」
と
略
す
）
に
、
以
下
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る （

�）。

一
九
百
拾
八
石
六
升
八
合

楢
崎
彦
左
衛
門

右
者
周
防
吉
敷
郡

一
三
百
壱
石
九
斗
六
升
七
合

楢
崎
太
郎
兵
衛

右
者
備
後
芦
田
郡

一
弐
百
三
拾
弐
石

楢
崎
五
郎
右
衛
門

右
者
出
雲
楯
縫
郡

一
弐
百
五
拾
石
三
升
三
合

楢
崎
吉
三

百
石
三
升
三
合

出
雲
神
門
郡

百
石

備
後
三
谷
郡

五
十
石

周
防
玖
珂
郡

一
六
拾
九
石
弐
斗
三
升
七
合

楢
崎
勘
二
郎

三
拾
八
石
弐
升
六
合

出
雲
神
門
郡

拾
壱
石
六
斗
三
升
九
合

周
防
熊
毛
郡

四
石
八
斗
四
升
弐
合

同
国
玖
珂
郡

拾
四
石
七
斗
三
升

備
後
三
谷
郡

一
三
拾
石
壱
斗
六
升

楢
崎
善
左
衛
門

右
者
備
後
芦
田
郡

「
分
限
帳
」
は
、
国
別
に
給
人
と
知
行
高
が
書
き
込
ま
れ
た
「
八
ヶ
国
御
配
地

絵
図
」

（

�）（
以
下
「

絵
図
」
と
略
す
）
を
給
人

ご
と
に
名

寄
せ
し
た
も
の
で
あ
る
。
「

絵

図
」
は

墨
書
で
書
か
れ
た
も
の
を
朱
書
で

修
正
し
て
い
る
が
、
木
村
忠
夫
氏
に
よ

れ
ば

墨
書
は
天
正
一
九
年
九

月
以
降
、
お
そ
ら
く
一
〇
月
頃
か
ら
天
正
二
〇
年
二

月
ま
で
書
き
継
が
れ
た
。
朱
書
は
天
正
一
九
年
一
二

月
下
旬

～
翌
年
一
月
か
ら
慶

長
二
年
（
一
五
九
七
）
九

月
ま
で
書
き
継
が
れ
た
と
さ
れ
る （

�）。
「
分
限
帳
」
は
こ
の

史料紹介
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朱
書
を
反
映
し
て
名
寄
せ
し
て
書
き
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
分
限
帳
」
で
見
る
と
、
久
佐
村
の
あ
る
芦
田
郡
に
は
、
太
郎
兵
衛
の
所
領
三

〇
一
石
余
と
善
左
衛
門
の
三
一
石
余
の
所
領
が
あ
る
。
太
郎
兵
衛
は
豊
景
の
三
男

景
好
、
善
左
衛
門
は
五
男
景
忠
で
あ
る
。
合
わ
せ
て
も
三
三
〇
石
程
度
で
、
長
男

彦
左
衛
門
（
信
景
）
の
周
防
国
吉
敷
郡
の
九
一
八
石
余
の
所
領
よ
り
だ
い
ぶ
少
な

い
。
嫡
子
の
所
領
の
方
が
大
き
い
の
は
当
然
と
言
え
る
が
、
信
景
の
所
領
は
本
拠

地
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
芦
田
郡
で
は
な
い
。
ま
た
「
分
限
帳
」
に
は
元
兼
の
名
が

見
え
ず
、
元
兼
の
後
継
者
吉
蔵
（
元
好
）
の
所
領
は
出
雲
、
備
後
、
周
防
に
散
在

す
る
二
五
〇
石
余
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
田
口
義
之
氏
は
、
絵
図
で
は
備
後
国
世
羅
郡
に
吉
蔵
の
所

領
約
七
〇
〇
石
が
あ
る
が
、
朱
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
「
分
限
帳
」
は
周
防
国
吉

敷
郡
の
九
一
八
石
余
を

楢
崎
彦
左
衛
門
の
所
領
と
す
る
が
、
「
絵
図
」
で

楢
崎
領

と
だ
け
あ
っ
た
も
の
を
、
「
分
限
帳
」
の
作
成
者
が
思
い
込
み
で

楢
崎
彦
左
衛
門

と
し
た
も
の
で
、
こ
れ
は
本
来
、
当
時
の
当
主
で
あ
る
吉
蔵
の
所
領
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
吉
蔵
は
「
絵
図
」
が
作
成
さ
れ
た
直
後
に
備
後
世
羅
郡
か
ら
周
防
吉

敷
郡
に
給
地
替
え
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る （

�）。

確
か
に
「
絵
図
」
を
確
認
す
る
と
、
吉
蔵
は
備
後
国
世
羅
郡
に
六
九
五
石
余
の

所
領
を
持
っ
て
い
た
が
、
朱
で
抹
消
さ
れ
別
の
給
人
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

「
分
限
帳
」
で
吉
蔵
の
所
領
と
な
っ
て
い
る
出
雲
神
門
郡
と
周
防
玖
珂
郡
の
所
領

は
、
「
絵
図
」
の
墨
書
で
は
弾
ェ
門
（
元
兼
）
の
所
領
で
あ
り
、
そ
れ
が
朱
で
吉

蔵
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
備
後
三
谷
郡
の
所
領
は
一
三
〇
石
が
朱
で
一
〇
〇

石
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
絵
図
の
墨
書
で
は
、
元
好
が
約
八
三
〇
石
、

元
兼
が
約
一
五
〇
石
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

た
だ
、
こ
の
解
釈
に
は
疑
問
も
残
る
。
周
防
吉
敷
郡
の
九
一
八
石
余
の
所
領
の

給
人
が
「
分
限
帳
」
で

楢
崎
彦
左
衛
門
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
分
限
帳
」
作
成

者
の
錯
誤
で
は
な
く
、
「
絵
図
」
の
墨
書
で
は
「

楢
崎
」
と
の
み
書
か
れ
て
い
た

と
こ
ろ
に
朱
書
で
「
彦
左
衛
門
」
と
追
記
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
を
反
映
し
た
も
の

で
あ
る
。
世
羅
郡
の
吉
蔵
の
所
領
の
抹
消
と
彦
左
衛
門
の
追
記
が
同
時
か
前
者
が

先
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
吉
敷
郡
は
彦
左
衛
門
の
所
領
で
あ
る
し
、
後
者
が
先
で
あ

れ
ば
世
羅
郡
と
吉
敷
郡
の
所
領
は
同
時
に

楢
崎
領
の
は
ず
だ
か
ら
、
給
地
替
え
で

は
な
い
。
そ
も
そ
も
給
地
替
え
な
ら
、
吉
敷
郡
の
所
領
も
元
の
給
人
が
朱
で
抹
消

さ
れ
て
吉
蔵
に
書
き
直
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
お
か
し
い
。

し
か
し
、
給
地
替
え
で
な
い
と
解
釈
す
る
と
、
世
羅
郡
の
約
七
〇
〇
石
分
が
削

減
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
元
好
が
何
ら
か
の
処
罰
を
受
け
た
と
で
も
考
え
な
け
れ

ば
説
明
で
き
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
可
能
性
が
果
た
し
て
あ
る
だ
ろ
う
か
。
一
つ

注
意
さ
れ
る
の
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
慶
長
元
年
に
元
兼
が
釜
山
で
病
没
し
た

後
、
同
三
年
に
蔚
山
で

楢
崎
勢
を
率
い
て
い
る
の
は
後
継
者
の
元
好
で
は
な
く
、

政
友
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
と
き
「
絵
図
」
に
は
す
で
に
吉
蔵
の
所
領
が
記

載
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
吉
蔵
が
幼
少
の
た
め
、
政
友
が
名
代
に
立
っ
た
と
い
う
わ

け
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
「
分
限
帳
」
に
は
、

楢
崎
五
郎
右
衛
門
の
所
領
と
し

て
出
雲
楯
縫
郡
の
二
三
二
石
の
記
載
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
絵
図
」
に
は
墨
書
で

も
朱
書
で
も
見
え
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
「
絵
図
」
の
朱
書
の
書
き
継
ぎ
が
終

了
し
た
慶
長
二
年
九
月
よ
り
後
に
与
え
ら
れ
た
所
領
で
あ
ろ
う
。
こ
の
五
郎
右
衛

門
は
譜
録

楢
崎
に
よ
れ
ば
政
友
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
政
友
は
朝
鮮
で
の
戦

功
に
よ
っ
て
新
た
に
所
領
を
与
え
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

元
好
の
所
領
の
う
ち
、
周
防
玖
珂
郡
の
五
〇
石
（
「
絵
図
」
の
墨
書
で
は
元
兼
の

所
領
で
五
三
石
五
升
二
合
）、
備
後
三
谷
郡
の
一
〇
〇
石
（
絵
図
の
墨
書
で
は
一
三
〇

石
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
［

15］
で
九
郎
次
郎
（
元
兼
か
）
に
与
え
ら
れ
た
周
防
国
山

代
五
ヶ
の
五
〇
貫
、
［

22］
で
元
兼
に
与
え
ら
れ
た
湯
谷
の
一
〇
〇
貫
に
当
た
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
所
領
は
そ
の
ま
ま
惣
領
の
元
兼
か
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ら
元
好
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
元
好
が
惣
領
の
座
を
失
っ
た
わ
け
で
は
な

い
だ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
も
わ
ず
か
な
が
ら
削
減
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
時
点
で
元
好
に
は
何
ら
か
の
不
都
合
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
す
る
と
、

周
防
吉
敷
郡
の
所
領
の
給
人
が
、
朱
書
で
信
景
と
さ
れ
て
い
る
の
も
、
隠
居
の
信

景
が
元
好
に
代
わ
っ
て
管
理
を
任
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
明
確
な
根
拠

の
な
い
推
測
に
す
ぎ
な
い
が
、
可
能
性
の
一
つ
と
し
て
提
示
し
て
お
く
。

な
お
、
三
か
国
に
六
九
石
余
を
知
行
す
る

楢
崎
勘
二
郎
は
系
図
に
見
え
な
い
。

お
わ
り
に

最
後
に

楢
崎
氏
の
領
主
と
し
て
の
性
質
に
若
干
言
及
し
て
お
き
た
い
。
一
六
世

紀
の
楢
崎
氏
関
係
史
料
に
つ
い
て
は
、
旧
稿 （

�）に
掲
げ
た
が
、
い
く
つ
か
遺
漏
も
あ
っ

た
の
で
、
増
補
し
て
本
稿
の
末
尾
に
表
２
と
し
て
載
せ
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に

楢
崎
氏
は
毛
利
元
就
ら
と
傘
連
判
契
状
に
名
を
連
ね
て

い
た
。
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
に
毛
利
輝
元
が
、
養
子
秀
元
に
与
え
た
条
書
に

は
「
元
氏

（
繁
沢
）・
吉
見
・
内
藤
・
三
沢
并
宍
道
・
三
刀
屋
・
牧
野
・
多
賀
・
多
賀
山
・

楢
崎
・
小
笠
原
以
下
事
、
数
代
申
談
筋
目
候
間
、
被
召
仕
様
之
儀
、
他
之
者
共
ニ

可
相
替
事
」
と
あ
る （

�）。
繁
沢
元
氏
は
吉
川
元
春
の
次
男
で
、
吉
見
氏
以
下
は
い
ず

れ
も
戦
国
期
に
は
自
立
性
が
高
か
っ
た
有
力
領
主
で
あ
る
。

楢
崎
氏
ら
が
こ
の
段

階
に
至
っ
て
も
、
な
お
特
別
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
う
し
た
有
力
領
主
は
、
戦
国
領
主
、
国
衆
な
ど
と
概
念
化
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
い
う
戦
国
領
主
（
国
衆
）
は
、
お
お
む
ね
、
大
名
権
力
の
「
家
中
」
に
は
包

摂
さ
れ
ず
、
一
定
の
自
立
性
を
有
し
、
独
自
の
「
家
中
」
と
「
領
」
を
持
つ
地
域

的
公
権
力
と
了
解
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る （

�）。
ま
た
公
権
的
支
配
者
で
あ
る
こ
と

を
示
す
一
つ
の
指
標
と
し
て
判
物
・
印
判
状
の
発
給
も
重
視
さ
れ
て
い
る （

�）。

た
だ
、
自
立
性
が
高
い
か
ら
と
い
っ
て
た
だ
ち
に
「
家
中
」
や
「
領
」
を
形
成

し
、
公
権
的
支
配
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。

楢
崎
氏
の
判
物
発
給
は

確
認
で
き
ず
、
芦
田
郡
で
の
所
領
支
配
の

実
態
も
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
戦
国
領

主
と

規
定
す
る
こ
と
に
は

慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
戦
国
領
主
概
念
の
規
定

を
め
ぐ
る
問
題
は
、
本
稿
の

枠
を

越
え
る
の
で
詳

細
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

� 註
�

（
１
）『
大

日
本

古
文
書

家
わ
け

第
八

毛
利
家

文
書

』
二
二
六
（
以
下
「
毛
利
家

文
書

二
二
六
」
の
よ
う
に

略
す
）。

（
２
）
毛
利
家

文
書
二
二
五
。

（
３
）
村
田

修
三
氏
は
毛
利
家

文
書
二
二
五
に
つ
い
て
、

起
請

文
部

分
と

署
判

部
分
と
の

紙

継
目
を

貼
り
ま
ち
が
え
た
も
の
と
指

摘
し
て
い
る
（

村
田

修
三
「
戦
国
大
名
毛
利
氏

の
権
力

構
造
」
（
藤

木
久
史

編
『
戦
国
大
名

論
集

14

毛
利
氏
の

研
究

』
、
吉
川

弘
文

館
、
一
九

八
四
年
、

初
出

『
日
本
史

研
究

』
七
三

号
、
一
九
六
四
年
）
）
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
傘
連
判
の
本

文
の

部
分
は
失
わ
れ
て
い
る
。

矢
田

俊
文
氏
は
こ
の
傘
連
判

の
本

文
に
つ
い
て
は
、
毛
利
家

文
書
二
二
六
と

類
似
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
し
て

い
る
（

矢
田

俊
文
「
戦
国
領
主
の
成
立
」
（
『

日
本
中
世
戦
国
期
権
力

構
造
の

研
究

』
、

塙
書

房
、
一
九
九

八
年
、

初
出
「
戦
国
期
毛
利
権
力
に
お
け
る
家

来
の
成
立
」
、
『

ヒ

ス
ト
リ
ア

』
九
五

号
、
一
九
八
二
年
））。

（
４
）
田

口
義
之
「

楢
崎

城
跡
の

総
合

調
査
概

報
Ⅱ

―
府
中

市
久

佐
町

楢
崎

城
跡
と
国
人

楢

崎
氏

―
」
（『
山
城
志

』
一
一
集
、
一
九
九
二
年
）。

（
５
）
田

口
義
之
「

備
後
楢
崎
氏
に
つ
い
て
」
（『

備
陽
史
研
究

』
二
四

集
、
二
〇
一
六
年
）。

（
６
）
道
迫
真
吾
「
萩
博
物
館
所
蔵
楢
崎
頼
三
関
係
資
料
」（『

萩
博
物
館
研
究
報
告
』
六
号
、

二
〇
一
〇
年
）
。

（
７
）
す
で
に
田

口
氏
が
指

摘
し
て
い
る
よ
う
に
（
田

口
前
掲

註
（

５
）

論
文
）
、

正
慶
年

号
は
、
後

醍
醐

天
皇
の

挙
兵
に
と
も
な
っ
て
元

弘
年

号
を

停
止
し
て
定

め
ら
れ
た
も

の
で
、
後
に
後

醍
醐

天
皇
が
元

弘
年

号
を

復
活
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

足
利

尊
氏

が
使
用
す
る
と
は

考
え
が
た
い
。

史料紹介

―130―



大阪市立大学所蔵の楢崎家文書の写について〔村井〕

―131―

363534333231302928272625242322212019181716151413121110 9 8 7 6 5 4 3 2 1

№

表
２

一
六
世
紀
楢
崎
氏
関
係
史
料

楢
崎
元
兼
・
口
羽
通
平
・
国
司
元
武
連
署
書
状
写

小
早
川
隆
景
書
状
写

小
早
川
隆
景
書
状
写

楢
崎
元
兼
書
状
写

楢
崎
元
兼
書
状
写

小
早
川
隆
景
・
吉
川
元
春
連
署
書
状
写

毛
利
氏
老
臣
連
署
書
状

毛
利
輝
元
宛
行
状
写

福
岡
重
継
書
状
（
※
２
）

小
早
川
隆
景
書
状

毛
利
輝
元
書
状

毛
利
輝
元
書
状

毛
利
輝
元
書
状

毛
利
氏
老
臣
連
署
書
状

毛
利
輝
元
書
状

毛
利
輝
元
書
状

毛
利
輝
元
書
状

小
早
川
隆
景
書
状

毛
利
輝
元
書
状

毛
利
輝
元
書
状

毛
利
輝
元
・
同
元
就
連
署
書
状
写
（
※
１
）

毛
利
元
就
書
状

某
合
戦
頸
注
文

毛
利
元
就
感
状
写
（
※
１
）

吉
川
元
春
合
戦
敵
射
伏
人
数
注
文

毛
利
元
就
袖
判
毛
利
氏
奉
行
人
連
署
書
状

福
原
貞
俊
証
状

福
原
貞
俊
証
状
写

毛
利
元
就
・
同
輝
元
連
署
書
状

毛
利
元
就
書
状

毛
利
元
就
書
状

毛
利
隆
元
書
状

毛
利
隆
元
宛
行
状

毛
利
元
就
書
状

毛
利
元
就
等
十
八
名
連
署
契
状
案
断
簡

大
内
義
隆
書
状

文
書
名

（
天
正
８
）・
９
・

14

（
天
正
８
）・
９
・
６

（
天
正
８
）・
８
・

20

―
・
６
・
８

―
・
４
・

23

（
天
正
８
）・
４
・

17

（
天
正
８
）・
３
・

14

天
正
８
・
３
・

14

慶
長

15・

11・

16

（
天
正
６
）・
７
・

10

（
天
正
３
）・

11・
６

（
天
正
２
）・
閏

11・

14

（
天
正
１
）・
６
・

18

（
天
正
１
）・
６
・

18

（
天
正
１
）・
３
・

29

―
・

11・

21

―
・

11・
６

（
元
亀
３
）・
閏
１
・

21

―
・
４
・
26

（
元
亀
２
）・
６
・

15

―
・

10・
２

―
・
６
・

29

（
永
禄

13）・
―
・
―

元
亀
１
・

11・
６

（
永
禄

12）・
閏
５
・

28

（
永
禄

12）・
閏
５
・

18

永
禄

12・
５
・

20

永
禄

12・
５
・

20

（
永
禄
９
）・
８
・

23

―
・
―
・
―

―
・
―
・
―

―
・
―
・
―

永
禄
４
・
２
・

28

―
・
７
・

10

―
・
―
・
―

（
天
文
３
ヵ
）・
８
・

29

年
月
日

閥
五
一
・
小
川
右
衛
門
兵
衛
―
二
八

閥
五
一
・
小
川
右
衛
門
兵
衛
―
一
四

『
山
口
県
史
３
』
楢
崎
家
文
書
一
四

山
口
県
文
書
館
所
蔵
『
譜
録
』
ゆ
一
六
湯
原
宇
兵
衛
国
安

岩
国
徴
古
館
所
蔵
『
吉
川
家
中
并
寺
社
文
書
』
塩
谷
家
御
書

『
山
口
県
史
３
』
楢
崎
家
文
書
二
四

『
山
口
県
史
３
』
楢
崎
家
文
書
一
〇

『
山
口
県
史
３
』
楢
崎
家
文
書
九

毛
利
家
文
書
一
二
七
三

『
山
口
県
史
３
』
楢
崎
家
文
書
一
三

『
山
口
県
史
３
』
楢
崎
家
文
書
六

『
山
口
県
史
３
』
楢
崎
家
文
書
一
八

『
山
口
県
史
３
』
楢
崎
家
文
書
四

『
山
口
県
史
３
』
楢
崎
家
文
書
五

『
山
口
県
史
３
』
楢
崎
家
文
書
二
二

『
山
口
県
史
３
』
楢
崎
家
文
書
八

『
山
口
県
史
３
』
楢
崎
家
文
書
七

『
山
口
県
史
３
』
楢
崎
家
文
書
二
〇

『
山
口
県
史
３
』
楢
崎
家
文
書
一
一

『
山
口
県
史
３
』
楢
崎
家
文
書
三

『
山
口
県
史
３
』
楢
崎
家
文
書
一

『
山
口
県
史
３
』
楢
崎
家
文
書
一
六

毛
利
家
文
書
三
七
四

『
山
口
県
史
３
』
楢
崎
家
文
書
二

吉
川
家
文
書
五
一
三

『
山
口
県
史
３
』
岡
家
文
書
四

『
山
口
県
史
３
』
田
中
家
文
書
八

閥
六
一
・
宇
多
田
十
兵
衛
―
五

『
山
口
県
史
３
』
楢
崎
家
文
書
一
七

毛
利
家
文
書
四
四
八

毛
利
家
文
書
五
〇
三

毛
利
家
文
書
七
二
〇

『
山
口
県
史
３
』
楢
崎
家
文
書
二
一

大
阪
市
立
大
学
所
蔵
「
毛
利
公
下
賜
御
感
状
」
一
四

毛
利
家
文
書
二
二
五

『
広
島
県
史
Ⅳ
』
三
吉
鼓
文
書
一
三

出
典

楢
弾
元
兼

楢
弾
（
楢
崎
元
兼
）

三
川
守
（
楢
崎
豊
景
）、
弾
正
忠
（
楢
崎
元
兼
）、
豊
景

楢
崎
弾
正
忠
元
兼

楢
弾
元
兼

楢
弾
（
楢
崎
元
兼
）、
信
景
、
豊
景

楢
崎
三
川
守
（
豊
景
）

楢
崎
三
川
守
（
豊
景
）

楢
崎
弾
正
（
元
兼
）

楢
崎
三
河
守
（
豊
景
）、
元
兼

楢
崎
三
河
守
（
豊
景
）

楢
崎
彦
左
衛
門
尉
（
信
景
）・

楢
崎
三
川
守
（
豊
景
）

楢
崎
三
河
守
（
豊
景
）

楢
崎
三
河
守
（
豊
景
）

楢
崎
九
郎
次
郎
（
元
兼
）

楢
崎
三
河
守
（
豊
景
）

楢
崎
三
河
守
（
豊
景
）

信
景
、
元
兼

楢
崎
三
河
守
（
豊
景
）

楢
崎
三
河
守
（
豊
景
）・

楢
崎
彦
左
衛
門
尉
（
信
景
）

楢
崎
三
河
守
（
豊
景
）

楢
崎
彦
左
衛
門
尉
（
信
景
）

楢
崎
九
郎
次
郎
、
楢
崎

楢
崎
三
河
入
道
（
豊
景
）

楢
崎
（
信
景
）

楢
崎
（
信
景
）

楢
崎
（
信
景
）

楢
崎
（
信
景
）

楢
崎
彦
左
衛
門
尉
（
信
景
）

楢
崎
、
九
次

楢
崎

楢
崎

楢
崎
九
郎
次
郎

楢
崎
彦
左
衛
門
尉
（
信
景
）

楢
崎
彦
左
衛
門
尉
信
景

楢
崎
彦
次
郎

楢
崎
氏
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※
１
こ
の
文
書
は
検
討
を
要
す
る
。

※
２
天
正
七
年
の
草
苅
景
継
の
織
田
方
内
通
に
関
す
る
記
述
。

※
３
「
大
仏
木
引
時
」
の
記
述
。
毛
利
氏
の
大
仏
造
営
へ
の
材
木
供
出
は
天
正
一
六
年
～
文
禄
元
年
頃
（
秋
山
伸
隆
「
毛
利
氏
に
よ
る
大
仏
殿
材
木
供
出
を
め
ぐ
っ
て
」
、
『
芸
備
地
方
史
研
究
』
一

四
五
号
、
一
九
八
三
年
）。

出
典
の
略
称

：

毛
利
家
文
書
、
吉
川
家
文
書
、
小
早
川
家
文
書
、
平
賀
家
文
書
＝
い
ず
れ
も
『
大
日
本
古
文
書
』／『
山
口
県
史
』＝『
山
口
県
史
史
料
編
中
世
』／『
広
島
県
史
』＝『
広
島
県
史
古
代
・

中
世
資
料
編
』／
閥
＝『
萩
藩
閥
閲
録
』
な
お
一
部
一
七
世
紀
の
史
料
も
掲
載
し
た
。

666564636261605958575655545352515049484746454443424140393837

楢
崎
景
好
書
立
写

毛
利
宗
瑞
直
書

毛
利
輝
元
書
状

毛
利
輝
元
条
書
写

豊
臣
秀
吉
朱
印
状

毛
利
輝
元
書
状

豊
臣
秀
次
朱
印
状

豊
臣
秀
吉
朱
印
状

毛
利
輝
元
自
筆
熊
谷
元
直
罪
状
書
（
※
２
）

輝
元
公
御
上
洛
日
記

毛
利
輝
元
官
途
状
写

毛
利
輝
元
書
状

小
早
川
家
座
配
書
立

熊
野
権
現
棟
札
写

毛
利
輝
元
感
状
写
（
※
１
）

熊
谷
信
直
書
状

小
早
川
隆
景
書
状
写

牧
左
馬
助
覚
書
写

小
早
川
隆
景
書
状
写

吉
川
元
春
・
同
元
長
連
署
書
状
写

楢
崎
元
兼
書
状
写

吉
川
元
春
書
状
写

楢
崎
元
兼
書
状
写

毛
利
輝
元
書
状
写

毛
利
輝
元
書
状

小
早
川
隆
景
書
状

吉
川
元
春
書
状

小
早
川
隆
景
書
状

小
早
川
隆
景
書
状
写

蔵
田
元
貞
書
状
写

―
・
９
・

18

慶
長
６
・

11・

25

―
・
９
・

23

慶
長
４
・
６
・

15

（
慶
長
３
）・
１
・

25

―
・
９
・

27

（
天
正

20）・
９
・

10

（
天
正

20）・
９
・
８

（
慶
長

10）・
―
・
―

天
正

16・
―
・
―

天
正

16・
４
・

13

（
天
正

13）・
２
・

15

天
正

13・
―
・
―

天
正

11・

12・
吉
日

天
正

10・
６
・

19

（
天
正

10）・
５
・

22

―
・
２
・
９

―
・
―
・
―

―
・
―
・
―

―
・

12・

18

（
天
正
９
）・
８
・

22

（
天
正
９
）・
７
・
１

―
・

11・
５

―
・
９
・
２

―
・
１
・

11

―
・
１
・
４

（
天
正
８
）・

10・

14

（
天
正
８
）・

10・

10

（
天
正
８
）・
９
・

29

（
天
正
８
）・
９
・

15

閥
五
三
・
楢
崎
与
兵
衛
―
二
三

大
阪
市
立
大
学
所
蔵
「
毛
利
公
下
賜
御
感
状
」
二
〇

広
島
県
立
文
書
館
所
蔵
三
玉
浩
正
氏
収
集
文
書
二

『
山
口
県
史
４
』
長
府
毛
利
家
文
書
一
三
四

毛
利
家
文
書
九
一
四

平
賀
家
文
書
一
一
五

毛
利
家
文
書
一
〇
〇
〇

毛
利
家
文
書
八
八
九

毛
利
家
文
書
一
二
七
九

『
広
島
県
史
Ⅰ
』
編
年
史
料
二
一
九
一

閥
一
二
九
・
楢
崎
吉
右
衛
門
―
一

『
山
口
県
史
３
』
楢
崎
家
文
書
二
三

小
早
川
家
文
書
四
七
五

『
久
世
町
史
資
料
編
第
一
巻
』
一
二
八
八
（
勝
山
町
高
田
神
社
所
在
）

『
山
口
県
史
３
』
楢
崎
家
文
書
一
九

『
広
島
県
史
Ⅱ
』
厳
島
野
坂
文
書
一
〇
五
二

岩
国
徴
古
館
所
蔵
『
吉
川
家
中
并
寺
社
文
書
』
富
屋
鶴
之
助
所
持

『
美
作
古
簡
集
註
解
』
大
庭
郡

『
美
作
古
簡
集
註
解
』
真
島
郡
木
山
寺

岩
国
徴
古
館
所
蔵
『
吉
川
家
中
并
寺
社
文
書
』
本
宗
今
田
氏
什
書

『
久
世
町
史
資
料
編
第
一
巻
』
一
一
七
八
（
吉
川
家
中
并
寺
社
文
書
四
）

岩
国
徴
古
館
所
蔵
『
吉
川
家
中
并
寺
社
文
書
』
本
宗
今
田
氏
什
書

岩
国
徴
古
館
所
蔵
『
吉
川
家
中
并
寺
社
文
書
』
塩
谷
家
御
書

『
山
口
県
史
史
料
編
中
世
３
』
楢
崎
家
文
書
一
二

広
島
県
立
文
書
館
所
蔵
三
玉
浩
正
氏
収
集
文
書
一

広
島
県
立
文
書
館
所
蔵
三
玉
浩
正
氏
収
集
文
書
三

『
福
原
家
文
書
上
』
什
書
（
六
）
一
二

『
福
原
家
文
書
上
』
什
書
（
六
）
九

閥
一
一
五
・
湯
原
文
左
衛
門
―
七
二

閥
五
一
・
小
川
右
衛
門
兵
衛
―
二
九

（
楢
崎
）
筑
後
守
景
好

楢
崎
彦
左
衛
門
尉
（
信
景
）

な
ら
さ
き

楢
崎

楢
崎
清
吉
（
政
友
）

楢
崎
源
（
弾
）
右
衛
門
（
元
兼
）

楢
崎
源
（
弾
）
右
衛
門
尉
（
元
兼
）

楢
崎
（
元
兼
）

楢
崎
弾
右
衛
門
尉
（
元
兼
）

楢
崎
弾
右
衛
門
（
元
兼
）

高
須
少
輔
三
郎
（
景
好
）

楢
崎
弾
正
忠
（
元
兼
）

楢
崎
殿

楢
崎
弾
正
忠
元
兼

楢
崎
彦
左
衛
門
尉
（
信
景
）

な
ら
崎

楢
弾
（
楢
崎
元
兼
）

奈
良
崎
（
元
兼
）

楢
弾
（
元
兼
）

楢
弾
（
元
兼
）

備
州
ノ
楢
弾
正
元
兼

楢
弾
（
元
兼
）

楢
弾
正
元
兼

楢
崎
三
河
守
（
豊
景
）

楢
崎
三
河
守
（
豊
景
）

楢
崎
三
河
守
（
豊
景
）

楢
弾
（
元
兼
）

楢
弾
（
元
兼
）

楢
弾
（
元
兼
）

楢
弾
（
元
兼
）



（
８
）
天
正
一
三
年
（
一
五
八
五
）
の
小
早
川
氏
の
正
月
儀
礼
に
「

楢
崎
殿
」
が
参
加
し
て

い
る
（
『
大
日
本
古
文
書

家
わ
け
第
十
一
小
早
川
家
文
書
』
四
七
五
）
。
こ
れ
が

楢
崎
氏
の
当
主
な
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
一
族
な
の
か
は
不
明
だ
が
、
こ
の
よ
う
な

両
者
の
関
係
性
か
ら
考
れ
ば
、
小
早
川
氏
の
被
官
と
な
っ
て
三
原
に
居
住
し
た

楢
崎

氏
の
一
族
が
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
９
）
こ
こ
で
萩
博
本
と
閥

楢
崎
の
関
係
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
閥

楢
崎
二
〇
～

二
二
は
「
右
写
所
持
仕
候
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
萩
博
本
で
も
確
か
に
写
で
あ
る
（
萩

博
本
一
二
・
一
四
・
二
四
）
。
前
述
し
た
江
戸
期
の
文
書
以
外
で
は
、
萩
博
本
に
あ

る
文
書
の
う
ち
三
点
が
閥
楢
崎
に
は
欠
け
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
二
点
（
萩
博
本
二
・

一
九
）
は
写
で
、
『
山
口
県
史
３
』
が
「
検
討
を
要
す
る
」
と
し
て
い
る
文
書
で
あ

る
。
も
う
一
点
（
萩
博
本
一
六
）
は
市
大
本
に
も
あ
り
、
な
ぜ
写
さ
れ
な
か
っ
た
の

か
は
わ
か
ら
な
い
。
逆
に
閥

楢
崎
に
あ
っ
て
、
萩
博
本
に
な
い
の
は
前
述
の
閥

楢
崎

三
（
市
大
本
一
四
）
の
み
で
あ
る
。

（

10）
『
広
島
県
史
Ⅳ
』
因
島
村
上
文
書
四
五
。

（

11）
舘
鼻
誠
「
毛
利
輝
元
文
書
の
基
礎
研
究
」（『
古
文
書
研
究
』
二
六
号
、
一
九
八
六
年
）。

（

12）
山
口
県
文
書
館
所
蔵
（
請
求
番
号
２
１
巨
室
２
９
）
。

（

13）
『
広
島
県
史
Ⅴ
』
高
野
山
文
書
（
宝
簡
集
・
続
宝
簡
集
・
又
続
宝
簡
集
）
一
九
六
・

二
〇
一
。

（

14）
『
広
島
県
史
Ⅱ
』
厳
島
野
坂
文
書
九
〇
六
。

（

15）
『
山
口
県
史
３
』
萩
市
郷
土
博
物
館
所
蔵
湯
浅
家
文
書
一
三
〇
・
一
五
一
。
一
五
一

に
「
御
領
与
太
田
分
山
堺
」
と
あ
る
。

（

16）
『
山
口
県
史
３
』
岡
家
文
書
五
。

（

17）
山
口
県
文
書
館
所
蔵
「
譜
録
」
（
お
九
五
）
。

（

18）
『
広
島
県
史
Ⅴ
』
京
都
大
学
文
学
部
所
蔵
文
書
（
古
文
書
纂
）
一
〇
。

（

19）
『
山
口
県
史
３
』
岡
家
文
書
二
。

（

20）
「
譜
録
」

楢
崎
新
十
郎
資
信
（
山
口
県
文
書
館
所
蔵
「
譜
録
」
な
一
六
九
）
に
あ
る

系
図
に
よ
れ
ば

楢
崎
豊
景
に
は
五
人
の
娘
が
お
り
、
う
ち
三
人
は
有
地
隆
言
、
木
梨

隆
盛
、
芥
川
元
正
と
い
ず
れ
も
備
後
の
領
主
に
嫁
い
で
い
る
。
［

11］
で

楢
崎
氏
が

木
梨
氏
に
「
同
心
」
し
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
か
も
し
れ
な
い
。

（

21）
毛
利
家
文
書
四
四
八
。

（

22）『
戦
国
遺
文

瀬
戸
内
水
軍
編
』
二
七
六
、
長
谷
川
博
史
「
吉
川
氏
関
係
史
料
目
録
」

（
『
二
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
二
年
度
科
学
研
究
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
（
２
）
研
究
成

果
報
告
集

戦
国
期
大
名
毛
利
氏
の
地
域
支
配
に
関
す
る
研
究
』
、
研
究
代
表
者
・

長
谷
川
博
史
、
二
〇
〇
三
年
）
。

（

23）『
広
島
県
史
Ⅱ
』
厳
島
野
坂
文
書
四
八
九
。

（

24）
毛
利
家
文
書
三
三
三
。

（

25）『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
二
一
・
柳
沢
靱
負
―
五
。

（

26）
木
下

聡
「

衛
門
・

兵
衛

督
」
（
『

中
世

武
家
官

位
の
研
究
』
、
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
一

一
年
、

初
出
「
室

町
戦
国
期
の

衛
門
・

兵
衛

督
に
つ
い
て
」
、
『

遙
か
な
る

中
世
』
二

一
号
、
二
〇
〇
六
年
）
。

（

27）『
広
島
県
史
Ⅱ
』
厳
島
野
坂
文
書
四
九
三
。

（

28）『
広
島
県
史
Ⅱ
』
厳
島
野
坂
文
書
四
九
〇
・
四
九
一
。

（

29）『
広
島
県
史
Ⅱ
』
厳
島
野
坂
文
書
四
九
四
～
四
九
六
、
四
九
九
。

（

30）『
山
口
県
史
２
』

龍
福
寺
蔵

龍
福
寺
文
書
五
。

（

31）『
広
島
県
史
Ⅱ
』
厳
島
野
坂
文
書
五
〇
九
。

（

32）『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
六
二
・
土

肥
十

兵
衛
―
一
六
。

（

33）
田
口
前

掲
註
（
４
）
論
文
。

（

34）『
備
後

叢
書
（
五
）
』
所

収
『
古
戦

場
備
中
府
志
』。

（

35）
兵
藤
裕
己
校
注
『
太

平
記
（
六
）』。

（

36）『
岡
山
県
史
家
わ
け
史
料
』

東
寺

百
合
文
書
六
九
二
（
る
函
一
三
）。

（
37）『

岡
山
県
史
家
わ
け
史
料
』

東
寺

百
合
文
書
一
七
三
（
ウ
函
九
八
―
（
二
）。

（

38）
近

世
に
編
纂
さ
れ
た
『
備
後
古

城
記
』
の

芦
田

郡
久

佐
村

項
に
「

楢
崎
山

朝
日
山
二

子
城
」
が

見
え
、

城
主
を

楢
崎
氏
と
す
る
。
田
口

義
之
氏
に
よ
れ
ば
、
『
備
後
古

城

記
』
は
後
の
加

筆
に
よ
っ
て
信

用
で
き
な
い

記
述
が
あ
る
が
、
そ
れ
を

取
り

除
い
た

「
原
古

城
記
」
に
は
一

定
の
信

憑
性
が
あ
る
と
い
う
（
「
「
備
後
古

城
記
」
に
つ
い
て
」

（
『
備

陽
史

探
訪
』
五
五
号
、
一
九
九
二
年
）
）
。
そ
の

根
拠
と
し
て
、
毛
利
家
文
書
二
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二
五
の
傘
連
判
に
あ
る
領
主
の
名
前
と
、
『
備
後
古
城
記
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
城

主
の
名
前
と
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
拙
稿
「
中
国
地
域
の
戦
国
領

主
に
つ
い
て
」
（
戦
国
史
研
究
会
編
『
戦
国
時
代
の
大
名
と
国
衆

支
配
・
従
属
・

自
立
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
』
、
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
八
年
）
で
は
、
傘
連
判
に
見
え
る

領
主
の
う
ち
、
一
次
史
料
に
見
え
ず
、
拠
点
が
不
明
だ
っ
た
芥
川
氏
と
新
見
氏
に
つ

い
て
、
前
者
を
安
芸
、
後
者
を
備
中
と
仮
定
し
た
が
、
『
備
後
古
城
記
』
の
記
述
が

一
応
信
用
で
き
る
と
す
る
と
、
芥
川
氏
、
新
見
氏
と
も
備
後
の
領
主
と
し
て
よ
い
こ

と
に
な
る
の
で
、
こ
こ
で
訂
正
し
て
お
き
た
い
。

（

39）
『
広
島
県
史
Ⅱ
』
厳
島
野
坂
文
書
一
〇
五
二
。

（

40）
『
広
島
県
史
Ⅳ
』
三
吉
鼓
文
書
一
三
。

（

41）
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
一
二
九
・

楢
崎
吉
右
衛
門
―
一
。

（

42）
『
久
世
町
史
資
料
編
第
一
巻
』
一
一
七
八
（
吉
川
家
中
并
寺
社
文
書
四
」
）。

（

43）
『
広
島
県
史
Ⅰ
』
編
年
史
料
二
一
九
一
。

（

44）
毛
利
家
文
書
一
〇
〇
〇
。

（

45）
『
大
日
本
古
文
書

家
わ
け
第
十
四

熊
谷
家
文
書
・
三
浦
家
文
書
・
平
賀
家
文
書
』

平
賀
家
文
書
一
一
五
。

（

46）
毛
利
家
文
書
九
一
四
。

（

47）
山
口
県
文
書
館
所
蔵
『
八
箇
国
御
時
代
分
限
帳
二
』
（
請
求
記
号
５
２
給
録
１
）
。

（

48）
山
口
県
文
書
館
所
蔵
（
請
求
記
号
５
８
絵
図
２
０
０
）
。

（

49）
木
村
忠
夫
「
「
八
箇
国
御
配
置
絵
図
」
に
つ
い
て
」
（
前
掲
註
（
３
）
藤
木
編
書
、
初

出
『
山
口
県
地
方
史
研
究
』
四
五
号
、
一
九
八
一
年
）
。

（

50）
田
口
前
掲
註
（
５
）
論
文
。

（

51）
『
二
〇
一
〇
～
二
〇
一
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
若
手
研
究
（
Ｂ
）
戦
国
期

の
大
名
分
国
に
お
け
る
「
戦
国
領
主
」
の
研
究

研
究
成
果
報
告
書
』
（
研
究
代
表

者
・
村
井
良
介
、
二
〇
一
三
年
）
。

（

52）
『
山
口
県
史
４
』
下
関
市
立
長
府
博
物
館
蔵
長
府
毛
利
家
文
書
一
三
四
。

（

53）
平
山
優
『
戦
国
大
名
と
国
衆
』
（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
、
二
〇
一
八
年
）
、
一
四
～
一

六
頁
。
水
林
純
「
室
町
期
の
守
護
・
国
人
か
ら
戦
国
期
の
領
域
権
力
へ
」
（
前
掲
註

（

38）
戦
国
史
研
究
会
編
書
）
な
ど
。

（

54）
小
谷
利
明
『
畿
内
戦
国
期
守
護
と
地
域
社
会
』
（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
、
前

掲
註
（

38）
拙
稿
な
ど
。

�
付
記

�
本
稿
は
日
本
学

術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
「
戦
国

期
の
秩
序
流
動
化
・
再
構
築
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
研
究
―
発
給
文
書
と
秩
序
認
識
の
関
係
を
中

心
に
―
」
（
課
題
番
号

18K
00962

）
、
同
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
「
中
世
後
期
か
ら
近
世
初
頭
に

お
け
る
武
家
拠
点
形
成
の
研
究
」
（
課
題
番
号

19H
01312

）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
本

稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
萩
博
物
館
に
同
館
所
蔵

楢
崎
家
文
書
の
閲
覧
・
撮
影
に
つ
い

て
ご
高
配
を
賜
っ
た
。

ま
た
、
「
毛
利

公
下
賜
御

感
状
」
の

各
文
書
の

写
真
を

岸
本

直
文
氏

に
撮
影
し
て
い
た
だ
き
、

法
量
を

兒
玉
良
平
・

石
田

将
大

両
氏
に

採
寸
し
て
い
た
だ
い
た
。

い
ず
れ
も
記
し
て

感
謝
申
し
あ
げ
た
い
。

史料紹介
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